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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

ONE STORY AWARD 2025
NY大会ファッション美と
日本文化スピーチコンテスト

Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
取
得
に
10
万
ド
ル

　

新
規
雇
用
企
業
に
手
数
料

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
19

日
、
専
門
技
術
を
持
つ
外
国
人

向
け
の
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
申
請
に
つ

い
て
、
雇
用
主
の
企
業
に
年

10
万
ド
ル
の
手
数
料
を
課
す
大

統
領
令
に
署
名
、
21
日
か
ら
発

効
し
た
。
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
申
請
に

は
こ
れ
ま
で
抽
選
登
録
料
の

２
１
５
ド
ル
と
、
雇
用
主
が

提
出
す
る
請
願
書
の
申
請
料

７
８
０
ド
ル
だ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
に
加
え
て
10
万
ド
ル
が
必
要

と
な
る
。
適
用
さ
れ
る
の
は
新

規
の
ビ
ザ
だ
け
で
、
ビ
ザ
の
更

新
や
す
で
に
ビ
ザ
を
持
っ
て
い

る
人
に
10
万
ド
ル
の
手
数
料
は

必
要
な
い
。
ま
た
国
家
の
利
益

に
資
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
個
別
に
免
除
を
認
め
る
条

項
も
あ
り
、
一
部
の
企
業
や
業

界
に
回
避
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。

「
特
定
の
非
移
民
労
働
者
の

入
国
制
限
」
と
題
す
る
大
統
領

布
告
で
は
、
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
制
度

が
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
高
技

能
労
働
者
の
補
完
」
か
ら
逸
脱

し
、「
低
賃
金
・
低
技
能
の
外

国
人
労
働
者
に
よ
る
米
国
人
労

働
者
の
置
き
換
え
」
と
い
う
形

で
悪
用
さ
れ
て
お
り
、
国
家
安

全
保
障
上
の
脅
威
に
も
な
る
と

考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
優
秀
な
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
を
維
持
し
つ
つ
も
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
の
利
用
を
希

望
す
る
企
業
に
高
額
な
コ
ス
ト

を
課
す
こ
と
が
必
要
と
結
論
付

け
て
い
る
。

　

政
府
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

昨
年
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
を
最
も
多
く

取
得
し
た
の
は
イ
ン
ド
で
全
体

の
71
％
を
占
め
た
。
中
国
は

11
・
７
％
で
続
い
た
。
企
業
別

で
は
今
年
上
半
期
で
、
ア
マ
ゾ

ン
が
約
１
万
44
件
、
タ
タ
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
シ
ー
・
サ
ー
ビ
シ

ズ
（
イ
ン
ド
系
大
手
Ｉ
Ｔ
）
が

５
５
０
５
件
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
が
５
１
８
９
件
、
メ
タ
が

５
１
２
３
件
、
ア
ッ
プ
ル
が

４
２
０
２
件
、
グ
ー
グ
ル
が

４
１
８
１
件
な
ど
。

大統領令

　ニューヨークで3年目となる国際文化交流イベント「ONE STORY AWARD 2025 NY」が、9月
20日に開催された。本イベントは、日本文化をテーマにした学生スピーチコンテストと、ＮＹで
活躍するモデルによるファッションショーを同日別会場で開催したもので、いずれも日本文化の魅
力を世界に発信し、日米での国際交流を目的としている。
　スピーチコンテストではニューヨーク在住のハンター大学の学生、カイル・フラーさんが優勝し、
日本行きのチケットを得た（関連記事13面に）。ファッションショー部門では新進デザイナーの
SHUNによる洋装と和装のランウエーショーが華やかに開催され、ヘセド・クリスティン・シッド
さんが優勝し、日本行き航空券を手にした。主催はONE STORY AWARD（代表取締役 鶴田一磨）、
共催はMina Corporation（USA  National Director 長久保美奈）、スピーチ部門プロデューサー・
協賛・河野洋、Fashion 部門プロデューサーＳＨＵＮ。協賛・ニューヨーク生活プレス社。

オ
バ
マ
ケ
ア
で
紛
糾

政
府
閉
鎖
の
危
機
も

　

医
療
保
険
制
度
改
革
法
（
Ａ

Ｃ
Ａ
：
通
称
オ
バ
マ
ケ
ア
）
の

予
算
を
め
ぐ
り
、
連
邦
議
会
で

共
和
党
と
民
主
党
が
激
し
く
対

立
、
９
月
に
政
府
の
予
算
が
切

れ
る
の
を
前
に
政
府
閉
鎖
の
可

能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
ほ
ど

紛
糾
し
て
い
る
。

　

共
和
党
が
今
夏
可
決
し
た
大

型
税
制
・
歳
出
法
案
に
は
オ
バ

マ
ケ
ア
の
削
減
措
置
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で

拡
充
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｃ
Ａ
の
保

険
料
補
助
金
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

拡
大
が
縮
小
さ
れ
る
。
今
年
末

に
期
限
を
迎
え
る
補
助
金
が
延

長
さ
れ
な
い
場
合
、
数
百
万
人

の
加
入
者
の
保
険
料
負
担
が
平

均
75
％
以
上
増
加
す
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
保
険
会

社
は
大
幅
な
値
上
げ
を
通
知
し

て
お
り
、
病
院
の
サ
ー
ビ
ス
縮

小
や
閉
鎖
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
野
田
正
明
が
10
月

２
日
（
木
）
か
ら
11
日
（
土
）

ま
で
「
過
去
が
未
来
に
な
る　

Past Becoming Future

」
と

題
す
る
個
展
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
ホ
ー
ル
（
西
45
丁
目

49
丁
目
）
で
開
催
す
る
。
未
発

表
作
品
の
大
作
16
点
あ
ま
り
を

出
品
す
る
。

　

野
田
は
１
９
７
２
年
大
阪
芸

術
大
学
を
卒
業
後
、
新
進
作
家

と
し
て
精
力
的
に
発
表
活
動
を

続
け
、
76
年
に
は
最
も
活
躍
す

る
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

「
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
76
」（
兵
庫
近

代
美
術
館
）
に
選
抜
さ
れ
、
翌

77
年
に
来
米
し
た
。
当
地
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー
グ
に
入
学
し
、

Ｎ
Ｙ
で
の
芸
術
家
と
し
て
の
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、
野
田
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
滞
在
48
年
の
間
に
絶
え

間
な
く
続
く
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー

ト
シ
ー
ン
の
変
貌
を
間
近
で
体

験
し
な
が
ら
、
野
田
自
身
も
ま

た
自
己
確
立
の
た
め
、
具
象
と

抽
象
の
境
界
線
の
検
証
、
メ
デ

ィ
ア
の
枠
を
超
え
る
た
め
の
さ

ざ
ま
な
実
験
を
繰
り
返
し
な
が

ら
作
品
を
作
り
続
け
て
き
た
。　

　

今
回
の
展
示
は
時
代
の
波
の

中
で
、
新
た
な
境
地
へ
と
向
か

う
た
め
の
実
験
的
作
品
が
主
体

で
大
半
が
未
発
表
作
だ
が
、
発

表
を
し
て
き
た
主
軸
と
な
る
こ

れ
ま
で
の
作
品
と
は
別
に
、
野

田
が
現
在
に
至
る
ま
で
の
葛
藤

と
模
索
の
軌
跡
と
し
て
、
版
画

家
、
画
家
か
ら
彫
刻
家
に
至
る

ま
で
の
経
緯
を
理
解
す
る
手
が

か
り
と
な
る
展
示
と
な
る
。

　

分
か
り
易
く
説
明
す
る
と
、

野
田
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
版
画

作
品
を
作
り
続
け
る
う
ち
に
、

あ
る
時
、
米
国
に
お
け
る
ア
ー

ト
の
世
界
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と

い
う
も
の
を
知
る
こ
と
に
な

る
。
生
活
の
中
で
実
際
に
使
う

こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
る
工

芸
品
が
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
な

ど
と
呼
ば
れ
て
純
粋
芸
術
の
フ

ァ
イ
ン
ア
ー
ト
よ
り
も
一
段
低

く
見
ら
れ
る
の
と
同
様
、
刷
り

増
し
す
る
こ
と
の
で
き
る
版
画

は
、
米
国
で
は
１
点
も
の
の
油

絵
を
売
る
た
め
の
い
わ
ば
「
付

録
」
に
近
い
存
在
だ
と
い
う
シ

ビ
ア
な
現
実
を
知
ら
さ
れ
愕
然

と
す
る
。
し
か
し
、
版
画
家
と

し
て
の
誇
り
を
曲
げ
て
ま
で
ジ

ャ
ン
ル
の
違
う
世
界
に
飛
び
出

す
こ
と
を
野
田
は
恐
れ
た
。
つ

ま
り
、
一
貫
性
を
失
っ
た
ブ
レ

た
作
家
は
、
ア
ー
ト
界
か
ら
だ

け
で
な
く
、
自
分
自
身
に
も
自

分
は
い
っ
た
い
何
を
や
っ
て
い

る
ん
だ
と
い
う
自
己
嫌
悪
に
も

似
た
観
念
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

は
明
白
で
、
そ
れ
を
人
に
見
ら

れ
た
く
な
か
っ
た
し
、
知
ら
れ

た
く
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

だ
か
ら
、
版
画
と
異
な
る
大

き
な
作
品
を
何
枚
も
何
枚
も
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
描
い
た
が
、

人
に
見
せ
る
こ
と
な
く
自
ら
を

封
印
し
て
し
ま
っ
た
。そ
し
て
、

芸
術
の
世
界
で
は
彫
刻
、
し
か

も
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
彫
刻

が
欧
米
で
は
芸
術
の
高
見
に
あ

る
と
い
う
こ
と
も
知
り
、
向
上

心
の
あ
る
野
田
は
２
次
元
の
世

界
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た

と
い
う
べ
き
か
、
３
次
元
の
彫

刻
の
世
界
に
鞍
替
え
し
た
と
い

う
べ
き
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も

彫
刻
家
と
し
て
の
姿
で
世
に
飛

び
出
し
成
功
と
い
う
名
を
手
に

す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
野

田
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
ア

メ
リ
カ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
中
国
、

モ
ン
ゴ
ル
、
日
本
を
含
め
世
界

31
か
所
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

25
か
所
が
日
本
で
、
そ
の
15
か

所
が
故
郷
福
山
市
に
あ
る
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
で
の
展
示
に
は
、
前
述
し

た
よ
う
な
理
由
で
、
こ
れ
ま
で

本
人
と
し
て
は
あ
ま
り
見
せ
た

く
は
な
か
っ
た
版
画
以
外
の
絵

画
な
ど
が
出
展
さ
れ
る
。
具
象

と
抽
象
の
境
目
の
よ
う
な
実
験

的
な
も
の
も
出
さ
れ
る
。
創
作

の
歴
史
50
年
を
俯
瞰
し
な
が
ら

現
在
位
置
を
検
証
し
、
未
来
へ

と
繋
が
る
見
応
え
の
あ
る
展
覧

会
と
な
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

「
過
去
が
未
来
に
な
る
」

ＮＹで半世紀　野田正明が未発表作品で個展
10月2日から11日までNY日系人会（JAA）で

版画家、画家、彫刻家への葛藤の変遷を示す

http://newyork-apartment-realestate.com
tel:2122136069
https://jp.momotaro-nyc.com/
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 日本クラブからのお知らせ
■秋の芸能イベント 2025：
     山田雅人「かたりの世界～松井秀喜師弟物語」
  ●日時：10月 10日（金）
  6～ 8:45 PM

●参加費（お食事・ドリンク付）：
会員 $20/一般 $30
俳優・タレントである山田雅人氏
による、スポーツ選手や文化人な
どの伝記を徹底した取材と独特の
語り口で組み立てる、「かたりの
世界」。実話に基づく独自の話芸
で、マイク一本とスポットライト
の演出で、『隠れた人間ドラマの
感動』をお伝えします。AI同時

翻訳Wordlyによる英語翻訳をプロジェクターで投影する予定
です。懇親会あり。詳細・お申し込みはウェブサイトのイベ
ント欄をご覧ください。

■ “Voices for Peace, Sounds for Joy”
 ― 戦後 80 年平和コンサート ―
 ●日時：10月 19日 (日 ) 4PM開演
 ●チケット：25ドル
 日本クラブ混声
コーラス部（指
揮：伊藤玲阿奈）
＆ Japan Choral 
Harmony TOMO
（指揮・独唱：上
井雅代）+プロ
の演奏家による、
特別編成のアン
サンブルによるコンサート。心に響く名曲をお届けします。
お問い合わせは info@nipponclub.org （本多）まで。 

■日本クラブ・米国日本人医師会（JMSA）共催 ヘルス・ウェ
ビナー「高機能自閉症スペクトラムの診断と治療」

 ●日時：10月 23日（木） 7～ 8PM
     ●参加費：無料（事前登録要）
 斎藤恵真医師をスピーカーにお迎えし、言語と知能に大きな
問題のない自閉症スペクトラムの診断と、治療についてご説
明いただきます。このようなお子さんたちは普通学級で学習
できる知能が備わっていますが、社会性の面で問題に直面す
ることが多々あります。このウェビナーでは、お子さんのニー
ズに親としてどのように対応したらよいのかをお話いただき
ます。オンラインにて開催。お申し込みはウェブサイトのイ
ベント欄をご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

左：伊藤玲阿奈先生、右：上井雅代先生

　

ハ
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー

グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
57
丁
目

41
番
地
８
０
１
号
室
）
は
27
日

（
土
）
か
ら
11
月
22
日
（
日
）

ま
で
、井
津
建
郎
の
写
真
展「
も

の
の
あ
は
れ 

― 

無
常
の
美
」

を
開
催
す
る
。
世
界
中
の
聖
地

を
大
型
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作

品
を
展
示
す
る
。
本
展
は
、『
も

の
の
あ
は
れ
』（
ナ
ズ
ラ
エ
リ
・

プ
レ
ス
、
85
ド
ル
）
の
刊
行
や

井
津
由
美
子
の
写
真
展
「
う
つ

ろ
い
」
も
同
時
開
催
。
写
真
芸

術
と
日
本
の
伝
統
が
融
合
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
。

　

井
津
は
１
９
４
９
年
、
大
阪

生
ま
れ
。
４
年
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
日
本
に
拠
点
を
移

し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
93
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の

撮
影
旅
行
を
機
に
非
営
利
団
体

「
フ
レ
ン
ズ
・
ウ
ィ
ズ
ア
ウ
ト
・

ア
・
ボ
ー
ダ
ー
」
を
設
立
、
小

児
病
院
を
建
設
・
運
営
し
て
無

償
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。
現

在
は
ラ
オ
ス
で
同
様
の
活
動
を

続
け
て
い
る
。
入
場
無
料
。

　

27
日
（
土
）
午
後
３
時
か

ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
サ
イ
ン

会
。
問
い
合
わ
せ
と
詳
細
は
電

話
２
１
２
・
３
３
４
・
０
０
１
０

ま
た
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

howardgreenberg.com

井津建郎写真展
「もののあはれ ― 
無常の美」27日から

Images lef t to right: No. 50, 
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print, 20 x 24 inches; No. 34,
Hanase, 2023, Gelatin silver 
print, 20 x 24 inches; No. 56, 
Wisteria, 2024, Gelatin silver 
print, 20x 28 inches. Copyright 
Kenro Izu. Courtesy Howard 
Greenberg Gallery

大
江
千
里
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
ブ

満
員
御
礼
２
日
間

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
江

千
里
が
９
月
19
日
と
20
日
、
恒

例
の
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
で
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
ロ
ー
レ
ン
・
キ
ン

ハ
ン
と
の
出
会
い
は
４
枚
目
の

シ
ー
ラ
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
に
捧
げ

る
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル
ア
ル
バ
ム

「
ア
ン
サ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
」
で
コ

ラ
ボ
を
し
た
の
が
最
初
。
残
念

な
が
ら
シ
ー
ラ
は
こ
の
夏
に
亡

く
な
っ
た
が
、彼
女
が
ジ
ョ
ン
・

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
作
詞
、
大
江

千
里
作
曲
で
こ
の
ア
ル
バ
ム
で

歌
っ
た
曲
を
今
回
は
ロ
ー
レ
ン

が
リ
ス
ペ
ク
ト
と
愛
を
込
め
て

熱
唱
し
た
。
ロ
ー
レ
ン
の
娘
で

歌
手
の
エ
ラ
・
マ
ル
カ
ス
も
登

壇
し
て
歌
う
一
幕
も
あ
っ
た
。　

　

公
演
は
往
年
の
ロ
ド
ニ
ー
・

フ
ラ
ン
ク
リ
ン 

の
「
ザ
・
グ

ル
ー
ヴ
（The Groove 

）」
を

彷
彿
さ
せ
る
大
江
の
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
会
場
は

ま
ろ
や
か
な
熱
気
に
包
ま
れ

た
。
大
江
は
「
多
く
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ラ
バ
ー
の
お
客
様
に
囲

ま
れ
て
暖
か
な
気
持
ち
で
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演

奏
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
が
湧
い
て
き
て
、
そ
の

片
鱗
を
演
奏
の
中
で
さ
っ
そ
く

試
し
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
が
別
の

ア
イ
デ
ア
を
投
げ
返
し
て
く

れ
、
夢
中
で
ス
リ
リ
ン
グ
な
音

楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し

た
。
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
演
奏
後
に

語
っ
た
。　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

https://www.instagram.com/hi_collar/
http://shinbashi72.com/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

昨
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
最
近
の
移
民
法
の
規
則
の

変
更
に
伴
い
、
永
住
権
保
持
者

や
ビ
ザ
申
請
者
が
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
と
も

に
、
外
国
の
企
業
が
ア
メ
リ
カ

で
会
社
を
運
営
す
る
と
き
に
注

意
す
べ
き
点
を
移
民
法
の
観
点

か
ら
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
多
く
の
方
々
が
９
月

４
日
に
４
７
５
人
も
の
人
が
ヒ

ュ
ン
ダ
イ
の
工
場
で
逮
捕
さ
れ

た
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
３
０
０

人
以
上
の
人
が
韓
国
に
強
制
送

還
さ
れ
ま
し
た
。
逮
捕
し
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
土
安

全
省
に
任
命
さ
れ
たSpecial 

日
系
企
業
が
ア
メ
リ
カ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

り
ま
す
。

①
商
品
の
展
示
や
受
注 

― 

ア

メ
リ
カ
で
催
さ
れ
る
展
示
会
や

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
出
席
し
、

展
示
ブ
ー
ス
の
設
立
、
サ
ン
プ

ル
の
陳
列
、販
売
契
約
の
締
結
、

製
作
、
搬
送
さ
れ
る
製
品
の
受

注
な
ど
を
行
う
。

②
修
理
技
術 

― 

技
術
者
が
、

外
国
の
企
業
で
販
売
さ
れ
て
い

る
商
工
業
用
機
械
、
機
器
の
設

置
、
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
修
理

な
ど
を
行
う
目
的
で
渡
米
す
る

場
合
。

Agent 

（
特
別
任
務
執
行
官
）

の
人
た
ち
で
す
。
現
在
、
違
法

行
為
や
不
法
滞
在
し
た
外
国

人
を
直
接
取
り
締
ま
る
の
は
、

United States Immigration 
and Customs Enforcement 

（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

移
民
・
関
税
執
行
局) 

だ
け
で

な
く
、
こ
の
特
別
任
務
執
行
官

も
逮
捕
す
る
権
限
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
特
別
任
務
執
行
官
に
よ

っ
て
逮
捕
さ
れ
た
多
く
の
韓
国

人
は
Ｂ
ー
１
ビ
ザ
と
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

で
渡
米
し
て
工
場
で
就
労
し
て

い
た
と
見
做
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
Ｂ
ー
１
ビ
ザ
は
ア
メ
リ
カ

で
就
労
を
許
可
さ
れ
た
ビ
ザ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
ー
１
ビ
ザ

で
許
さ
れ
る
行
為
は
、
次
に
な

③
講
演 

― 

会
議
お
よ
び
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
す
る
た
め
に
渡
米

す
る
。

④
研
究 

― 

個
人
で
の
研
究
が

目
的
で
渡
米
す
る
。
た
だ
し
、

ア
メ
リ
カ
の
研
究
機
関
や
大
学

な
ど
か
ら
の
依
頼
で
研
究
を
す

る
場
合
は
不
可
。

⑤
市
場
や
物
件
の
調
査 

― 

ビ

ジ
ネ
ス
開
拓
が
目
的
の
市
場
調

査
や
、
法
人
や
駐
在
員
事
務
所

設
立
の
た
め
に
事
業
候
補
地
や

賃
貸
物
件
な
ど
の
調
査
で
渡
米

す
る
。

⑥
医
学
研
修 

― 

ア
メ
リ
カ
の

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
管
轄
の

病
院
で
医
師
の
監
督
、
指
導
の

下
に
医
学
実
習
を
行
う
目
的
で

の
渡
米
。

⑦
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合

に
参
加
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
許
さ
れ
る
行
為
と

し
て
は

①
観
光
、友
人
や
家
族
を
訪
問
。

②
商
用
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
な
ど
に
出

席
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

③
医
療
処
置
を
受
け
る
場
合
。

　

ト
ー
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ポ
リ
Ｎ

Ｙ
州
会
計
監
査
官
は
10
日
、
今

年
前
半
期
の
地
下
鉄
の
運
行
に

関
す
る
最
新
の
報
告
書
を
公
表

し
た
。
都
市
交
通
局（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）

と
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
オ

ー
ソ
リ
テ
ィ
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
Ａ
）

は
、
予
定
時
刻
の
５
分
以
内
に

到
着
す
れ
ば
「
定
時
」
と
制
定

し
て
い
る
。「
地
下
鉄
遅
延
の

原
因
の
動
向
」
と
題
し
た
同
報

告
は
、
全
体
的
な
定
時
運
行
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
２
０
１
９

年
と
比
べ
る
と
改
善
し
た
が
、

老
朽
化
し
た
車
両
が
原
因
の
事

故
は
昨
年
の
同
時
期
比
で
50
件

増
の
77
件
だ
っ
た
と
伝
え
て
い

る
。
特
に
車
両
の
老
朽
化
が
著

し
い
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｒ
系
統
で
多
く

発
生
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年

の
遅
延
の
約
３
の
１
は
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
と
部
品
の
欠
陥

だ
っ
た
。
新
車
両
を
導
入
し
最

新
技
術
を
搭
載
し
た
信
号
機
を

設
置
し
た
Ｌ
系
統
の
昨
年
の
定

時
率
は
91
・
９
％
だ
っ
た
一
方
、

最
も
遅
延
が
多
か
っ
た
の
は
Ｂ

系
統
の
64
・
２
％
だ
っ
た
。

　

同
会
計
監
査
官
は
Ｍ
Ｔ
Ａ
に

対
し
、
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

車
内
や
ホ
ー
ム
で
犯
罪
事
件
や

事
故
、
救
急
患
者
が
発
生
し
た

時
の
警
察
や
医
療
関
係
者
と
の

連
携
、
部
品
問
題
な
ど
主
な
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
で
遅
延
を

低
減
し
、
業
績
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
指
摘
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ

は
新
車
両
導
入
に
１
０
０
億
ド

ル
以
上
の
ほ
か
、
信
号
機
の
更

新
や
老
朽
か
所
の
補
修
な
ど
に

多
額
を
投
じ
て
い
る
と
主
張
し

て
い
る
。

遅
延
の
原
因
は
老
朽
車
両

Ｅ
、
Ｆ
、
Ｒ
系
統
が
深
刻

④
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
な

い
人
が
シ
ョ
ー
と
か
展
示
会
な

ど
の
催
し
に
参
加
す
る
。

　

Ｂ
ー
１
ビ
ザ
は
10
年
間
の
ビ

ザ
が
発
行
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

入
国
ご
と
に
６
か
月
間
滞
在
が

許
可
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

就
労
ビ
ザ
申
請
は
準
備
時
間
と

費
用
が
多
大
に
か
か
る
の
で
、

今
ま
で
多
く
の
企
業
が
業
務
展

開
を
す
る
た
め
に
Ｂ
ー
１
ビ
ザ

や
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
人
員
を
確
保
し

て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
商
慣
行
は
許
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
も
し
、
ま

だ
こ
の
商
慣
行
を
続
け
て
い
る

日
系
企
業
が
あ
る
と
し
た
ら
即

座
に
や
め
て
、
就
労
ビ
ザ
を
取

得
し
て
日
本
か
ら
派
遣
す
る

か
、
現
地
で
社
員
を
雇
用
す
る

方
向
に
変
え
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
が
10
月
10
日
付
で

３
年
９
か
月
の
任
期
を
終
え
10

月
前
半
に
帰
国
す
る
の
を
前
に

17
日
夕
、
総
領
事
館
主
催
の
大

使
送
別
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
大
使

公
邸
で
開
催
さ
れ
、日
米
経
済
、

政
治
、
文
化
、
教
育
関
係
か
ら

１
０
０
人
が
招
待
さ
れ
た
。

　

森
大
使
は
離
任
の
挨
拶
の
中

で
「
３
度
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

勤
務
は
私
の
外
交
官
生
活
の
中

で
も
群
を
抜
い
て
刺
激
的
な
も

の
だ
っ
た
し
、
日
米
友
好
関
係

が
地
に
根
づ
い
た
確
固
た
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

た
」
と
述
べ
、
経
済
、
政
治
、

ア
ニ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍

す
る
日
本
人
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ

の
真
田
広
之
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
大
江
千
里
、
お
笑
い
芸

人
の
渡
辺
直
美
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
大

谷
、
イ
チ
ロ
ー
、
千
賀
選
手
ら

の
名
前
を
挙
げ
て
日
米
交
流
が

深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
今
回
の
在
任
中
に

「
２
４
０
回
の
公
式
ス
ピ
ー
チ
、

３
３
０
回
の
公
式
デ
ィ
ナ
ー
、

50
回
の
公
式
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
迎
え
た
ゲ
ス
ト
の
数
は

３
２
０
０
人
に
上
る
」
な
ど
と

３
年
９
か
月
を
振
り
返
っ
た
。

　

式
典
で
は
Ｓ
＆
Ｐ
グ
ロ
ー
バ

ル
前
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
副
会
長
を
務
め

る
ダ
グ
ラ
ス
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

氏
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
医
学
部
循

環
器
科
副
主
任
教
授
、
邦
人
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
で
Ｎ
Ｙ

日
系
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
の
理
事

長
を
務
め
る
本
間
俊
一
医
師
が

祝
辞
を
述
べ
た
。
森
大
使
は
離

任
挨
拶
の
最
後
に
希
美
代
夫
人

に
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

　

同
大
使
は
２
０
０
７
年
か
ら

そ
れ
ま
で
毎
年
５
月
に
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
て
い

た
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
を
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
に
変
更
し
、
日
本
文

化
紹
介
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の

感
謝
の
表
明
、
日
系
社
会
の
連

帯
の
テ
ー
マ
を
踏
襲
し
つ
つ
交

流
の
機
会
を
拡
大
さ
せ
自
ら
も

パ
レ
ー
ド
名
誉
会
長
を
４
度
務

め
た
。
来
年
以
降
も
続
け
ば
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
は
森
大
使
の

Ｎ
Ｙ
へ
の
置
き
土
産
と
な
る
。

招
待
客
に
挨
拶
す
る
森
大
使
夫
妻

森
大
使
離
任
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
に
１
０
０
人
集
う

　

米
国
で
は
、
２
０
０
０
年
か

ら
２
０
１
９
年
に
か
け
て
科

学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
（
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
分
野
の
雇
用
が
44
％

増
加
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
外

国
人
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
労
働
者
は
２
倍

以
上
に
増
え
、
約
２
５
０
万
人

に
達
し
た
。
こ
の
急
速
な
増
加

の
主
な
原
因
は
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
制

度
の
悪
用
と
思
わ
れ
る
。
特
に

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
企
業
で
は
、

米
国
人
労
働
者
を
解
雇
し
、
低

賃
金
の
外
国
人
労
働
者
に
仕
事

を
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
に
よ
っ
て
、
雇

用
主
は
米
国
人
労
働
者
よ
り
も

は
る
か
に
安
価
で
外
国
人
を
雇

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
職
を
求

め
る
米
国
人
の
大
卒
者
は
職
探

し
に
苦
労
し
て
お
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
専
攻
の
卒
業
生
の
失
業
率

は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
・
１
％
と
７
・

５
％
と
、
他
の
専
攻
に
比
べ
て

高
水
準
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
生

物
学
や
美
術
史
の
卒
業
生
の
２

倍
以
上
に
あ
た
る
。

　
「
低
賃
金
・
低
技
能
の
外
国

人
労
働
者
に
よ
る
米
国
人
労
働

者
の
置
き
換
え
」
が
行
わ
れ
て

お
り
、
例
え
ば
あ
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
会
社
は
２
０
２
５
年
度
に

１
万
５
千
人
以
上
の
従
業
員
を

レ
イ
オ
フ
し
な
が
ら
、
同
時
に

５
０
０
０
人
以
上
の
Ｈ
１
Ｂ

ビ
ザ
労
働
者
の
採
用
が
承
認

さ
れ
た
。
別
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は

１
７
０
０
人
近
く
の
Ｈ
１
Ｂ
労

働
者
の
採
用
が
承
認
さ
れ
た

が
、
７
月
に
２
４
０
０
人
の
米

国
労
働
者
を
レ
イ
オ
フ
す
る
と

発
表
し
た
（
さ
ら
に
２
つ
の
例

を
記
載
）。

　

ま
た
、
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
比
較
的
低
賃
金
の
労
働

者
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
米
国

人
労
働
者
の
賃
金
と
雇
用
機
会

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ

ら
に
は
ビ
ザ
詐
欺
、
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
、
組
織
犯
罪
、
外

国
人
労
働
者
の
流
入
を
促
す
違

法
行
為
な
ど
国
家
安
全
保
障
上

の
脅
威
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

乱
用
は
、
米
国
人
が
科
学
技
術

分
野
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
す

る
意
欲
を
削
ぎ
、
無
制
限
な

外
国
人
労
働
者
の
流
入
は
賃

金
を
下
落
さ
せ
、
米
国
の
国

益
を
損
な
う
と
判
断
さ
れ
る
。

２
０
１
７
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
も
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
へ
の
外
国
人
労

働
者
の
流
入
が
な
け
れ
ば
米
国

人
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
者
の
賃

金
が
2
・
6
〜
5
・
1
％
増
加

し
、
雇
用
も
6
・
1
〜
10
・
8

％
増
加
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
優
秀
な
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
を
維
持
し
つ
つ
も
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
の
利
用
を
希

望
す
る
企
業
に
高
額
な
コ
ス
ト

を
課
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　

今
回
の
大
統
領
令
は
、
新
規

に
Ｈ
１
Ｂ
の
ビ
ザ
を
取
得
す
る

採
用
社
員
の
場
合
に
適
用
さ

れ
、
現
在
同
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
を
所

有
し
て
い
る
人
は
対
象
外
だ

が
、　

日
本
人
を
含
め
た
外
国

人
の
米
国
就
労
ビ
ザ
の
取
得
が

一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
に

は
変
わ
り
は
な
さ
そ
う
だ
。

大
統
領
布
告
「
特
定
の
非
移
民

労
働
者
の
入
国
制
限
」
の
要
旨

Ｉ
Ｔ
業
界
を
狙
い
撃
ち

医
療
保
険
料
が
大
幅
削
減

都
立
戸
山
高
校
同
窓
会

「
Ｎ
Ｙ
城
北
会
」

10
月
10
日
開
催

　

東
京
都
立
戸
山
高
校
の
同
窓

会
「
Ｎ
Ｙ
城
北
会
」
は
、
10
月

10
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
「
レ

ス
ト
ラ
ン
日
本
」（
東
52
丁
目

１
５
５
番
地
）
で
、
総
会
を

開
催
す
る
。
参
加
費
は
、
１

人
１
０
０
ド
ル
。
但
し
、
学

生
の
参
加
費
は
免
除
さ
れ
る
。

参
加
希
望
者
は
、
９
月
30
日

ま
で
に toyamanyc@gmail.

com 

に
連
絡
し
申
し
込
む
こ

と
。
問
い
合
わ
せ
も
同
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
ま
で
。

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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逮
捕
直
後
か
ら
発
表
の
内
容

が
ど
う
も
変
だ
っ
た
の
で
す
。

発
生
現
場
で
あ
る
ユ
タ
州
の
ス

ペ
ン
サ
ー
・
コ
ッ
ク
ス
知
事
が
、

確
保
し
た
タ
イ
ラ
ー
・
ロ
ビ
ン

ソ
ン
容
疑
者
が
外
国
出
身
者
で

は
な
く
白
人
の
ア
メ
リ
カ
人
と

い
う「
ワ
ン
・
オ
ヴ
・
ア
ス（
我
々

の
仲
間
の
一
人
）」
だ
っ
た
こ

と
を
残
念
が
っ
た
り
、カ
シ
ュ
・

パ
テ
ル
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
が
同
じ
会

見
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
チ
ャ
ー

リ
ー
・
カ
ー
ク
を
追
悼
し
て
北

欧
神
話
の
「
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
で
会

お
う
」
と
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
こ

と
を
言
っ
た
り
、
殺
さ
れ
た
の

が
ト
ラ
ン
プ
当
選
の
立
役
者
だ

っ
た
た
め
か
、
捜
査
当
局
の
リ

ー
ク
で
出
て
く
る
メ
デ
ィ
ア
報

道
ま
で
が
ど
こ
か
政
権
の
バ
イ

ア
ス
の
匂
い
が
し
て
、
私
も
危

な
い
と
気
づ
い
て
す
ぐ
に
逐
一

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
す
る
の
を
止
め
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
も
21
日
の
カ
ー
ク

追
悼
式
典
で
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
派
の
意

向
に
沿
っ
て
「
暴
力
は
主
に
左

翼
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
事

実
と
逆
の
言
説
を
披
露
し
「
こ

の
暗
殺
の
責
任
は
極
左
に
あ

る
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
す
。

一
方
で
リ
ベ
ラ
ル
側
も
容
疑
者

一
家
が
モ
ル
モ
ン
教
徒
の
根
っ

か
ら
の
共
和
党
支
持
だ
っ
た
こ

と
や
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
カ
ー
ク

よ
り
も
さ
ら
に
右
の
ニ
ッ
ク
・

フ
エ
ン
テ
ス
一
派
に
属
し
て
い

た
と
い
う
未
確
認
情
報
に
飛
び

つ
い
て
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
内
部
抗

争
」
説
を
吹
聴
し
た
り
と
、
事

件
は
ア
メ
リ
カ
分
断
の
火
に
さ

ら
に
油
を
注
ぐ
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

で
、
現
在
ま
で
に
分
か
っ
て

い
る
確
実
な
情
報
は
、
容
疑
者

に
は
ト
ラ
ン
ス
女
性
の
パ
ー
ト

ナ
ー
が
い
た
こ
と
、
し
か
し
左

派
と
つ
な
が
る
証
拠
は
出
て
い

な
い
こ
と
、
カ
ー
ク
を
憎
悪
の

拡
散
者
と
し
て
嫌
っ
て
い
た
こ

と
、
こ
の
３
点
く
ら
い
な
の
で

す
。
つ
ま
り
動
機
が
政
治
的
な

も
の
か
私
的
な
も
の
か
、
そ
の

辺
り
の
見
分
け
が
全
く
つ
い
て

い
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
事
件
を
機
に
思
想
警
察

ぶ
り
を
強
行
す
る
姿
勢
を
隠
し

ま
せ
ん
。
こ
な
い
だ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ル
ベ
ア
の

ト
ー
ク
番
組
『
レ
イ
ト
・
シ
ョ

ー
』
が
終
了
さ
せ
ら
れ
た
ば
か

り
だ
と
い
う
の
に
、
今
度
は
Ａ

Ｂ
Ｃ
の
ジ
ミ
ー
・
キ
ン
メ
ル
の

ト
ー
ク
番
組
の
休
止
騒
動
。
ト

ラ
ン
プ
の
カ
ー
ク
追
悼
が
「
金

魚
の
死
を
嘆
く
小
学
生
」
み
た

い
だ
と
揶
揄
し
た
の
を
受
け
て

（
キ
ン
メ
ル
は
カ
ー
ク
に
は
追

悼
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
）、

ト
ラ
ン
プ
が
指
名
し
た
連
邦
通

信
委
員
会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）
委
員
長

ブ
レ
ン
ダ
ン
・
カ
ー
が
キ
ー
局

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
放
送
免
許
剥
奪
を
ち

ら
つ
か
せ
た
結
果
で
す
（
な
ん

だ
か
安
倍
政
権
時
の
高
市
早
苗

総
務
相
発
言
み
た
い
）。「
表
現

の
自
由
」
へ
の
侵
害
と
の
大
抗

議
が
起
こ
っ
て
週
を
ま
た
い
で

休
止
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
が
ト

ラ
ン
プ
は
ど
こ
吹
く
風
、「
私

を
否
定
す
る
報
道
は
違
法
だ
」

と
ま
で
言
い
始
め
た
。
お
ま
け

に
国
防
総
省
は
、
機
密
か
否
か

を
問
わ
ず
報
道
情
報
は
承
認
を

得
よ
と
の
前
代
未
聞
の
報
道
規

制
（
な
ん
だ
か
大
本
営
発
表
み

た
い
）。

　

右
派
や
共
和
党
支
持
者
た
ち

が
ネ
ッ
ト
を
探
っ
て
カ
ー
ク
批

判
者
を
告
発
す
る
ド
キ
シ
ン
グ

（
晒
し
）
行
為
も
急
増
し
、「
銃

「
赤
狩
り
2.0
」
が
始
ま
る
？

撃
を
祝
う
よ
う
な
発
言
を
し

た
」
と
し
て
官
民
、
教
職
、
メ

デ
ィ
ア
で
も
解
雇
・
懲
戒
す
で

に
数
十
件
。
先
の
「
暴
力
は
主

に
左
翼
か
ら
」
の
嘘
と
整
合
さ

せ
る
た
め
か
、
司
法
省
の
サ
イ

ト
か
ら
急
に
極
右
の
暴
力
報
告

統
計
が
消
え
た
（
な
ん
だ
か
森

友
み
た
い
）。

　

ま
る
で
「
赤
狩
り
」
で
す
。

１
９
５
０
年
代
、
冷
戦
を
背
景

に
米
国
下
院
非
米
活
動
委
員

会
の”

共
産
主
義
者”

追
放
運

動
「
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
」
の
狂

乱
で
、
人
は
自
ら
の
潔
白
を

証
明
し
よ
う
と
友
を
、
同
僚

を
、
隣
人
を
根
拠
も
な
く
身

代
わ
り
の
「
非
米
的
人
物
（un-

American

）」
に
仕
立
て
上
げ

て
当
局
に
売
っ
た
。

　

そ
れ
は
「
共
産
主
義
者
」
を

名
目
に
し
た
政
府
批
判
者
狩

り
、
で
し
た
。
あ
の
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
で
さ
え
も
告
発
さ
れ
、

再
び
米
国
の
地
を
踏
ん
だ
の

は
国
外
追
放
後
20
年
経
っ
た

１
９
７
２
年
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

名
誉
賞
受
賞
の
た
め
で
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
思
想
警
察
行
動

は
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
指
針
と

す
る
右
派
シ
ン
ク
タ
ン
ク
政

策
提
言
書
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
５
」
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
邦
官
僚
を
政
権
忠
誠
度

で
再
分
類
。
Ｄ
Ｅ
Ｉ（
多
様
性
・

公
正
性
・
包
摂
）
推
進
を
左
翼

思
想
と
し
て
排
除
。
関
連
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
教
育
課
程
は
左
派
の

巣
窟
と
し
て
攻
撃
対
象
…
…
全

部
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

暗
殺
、
暴
力
は
非
米
ど
こ
ろ

か
非
人
間
的
と
し
て
非
難
し
続

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ

ど
今
あ
の
ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ

の
言
葉
「
彼
ら
が
下
劣
で
あ
っ

て
も
こ
ち
ら
は
高
潔
で
い
よ

う
」
さ
え
、ト
ラ
ン
プ
派
を
「
下

劣
」
と
呼
ぶ
の
は
非
米
だ
と
し

て
摘
発
さ
れ
か
ね
な
い
。
あ
の

密
告
社
会
、
相
互
監
視
社
会

…
…
ア
メ
リ
カ
の
狂
気
の
歴
史

は
ま
た
繰
り
返
す
の
で
し
ょ
う

か
？
（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

ヨ
グ
マ
タ
さ
ん
Ｎ
Ｙ
で

瞑
想
の
心
説
く

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ア
ク
ア
ビ
ッ
ト
」
で
日

本
産
食
材
を
活
用
し
た
日
本

食
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
「
テ
イ
ス

ト
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
リ

ナ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」（
主

催
：
農
林
水
産
省
、
ジ
ェ
ト
ロ
、

JFOODO

）
が
23
日
夕
に
行
わ

れ
た
。

　

ア
ク
ア
ビ
ッ
ト
の
シ
ェ
フ
・

エ
マ
・
ベ
ン
グ
ソ
ン
さ
ん
が
、

日
本
の
食
材
、
和
牛
、
ハ
マ
チ
、

ホ
タ
テ
、
マ
グ
ロ
、
そ
し
て
、

日
本
酒
と
米
を
使
っ
て
の
創
作

料
理
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、「Odo

」
レ
ス
ト
ラ

ン
の
オ
ー
ナ
ー
で
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
・
シ
ェ
フ
の
大
堂
浩
樹
さ

ん
、そ
し
て
「W

ORLDW
IDE-

SOBA

」の
創
設
者
で
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
蕎
麦
店
「Uzuki

」
オ

ー
ナ
ー
の
小
谷
修
一
さ
ん
の
２

人
の
親
善
大
使
に
よ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
料
理
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
総
会
に
出
席
の
た
め
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
訪
れ
て
い
た
石
破
茂

首
相
も
駆
け
付
け
た
。
石
破
首

相
は
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日

本
食
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
大
変

意
義
深
い
こ
と
で
す
」
と
挨
拶

し
た
。
山
本
佐
知
子
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
も
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
た
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
・
写
真
も
）

断
念
し
喪
失
す
る
人
は
最
大

４
０
０
万
人
と
予
測
。

　

民
主
党
は
財
源
法
案
へ
の
協

力
と
引
き
換
え
に
、
補
助
金
延

長
や
削
減
撤
回
を
求
め
て
お

り
、
政
府
閉
鎖
を
め
ぐ
る
攻
防

の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ュ

ー
マ
ー
上
院
院
内
総
務
と
ジ
ェ

フ
リ
ー
ズ
下
院
院
内
総
務
は
、

共
和
党
が
医
療
危
機
を
放
置
し

て
い
る
と
批
判
。
保
険
料
の
高

騰
を
防
ぐ
た
め
、
補
助
金
の
延

長
を
強
く
求
め
て
い
る
。
共
和

党
の
予
算
案
に
は
、
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
の
削
減
や
就
労
要
件
も
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
強
く
反

発
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
巡
る
議
論

が
、
国
民
の
生
活
に
直
接
影
響

す
る
と
し
て
、
交
渉
の
主
要
な

争
点
に
据
え
て
い
い
る
。

　

共
和
党
は
、
補
助
金
の
費
用

が
高
す
ぎ
る
と
主
張
し
、
本
来

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
だ
っ
た
補

助
金
を
恒
久
化
す
る
こ
と
に
反

対
し
て
い
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
（
低
所
得
者
向
け
公
的

医
療
保
険
）
へ
の
連
邦
補
助
金

削
減
や
、
受
給
資
格
の
厳
格

化
（
就
労
要
件
な
ど
）
を
盛
り

込
ん
だ
予
算
案
を
推
し
進
め
て

い
る
。
法
案
で
は
既
往
症
カ
バ

ー
や
26
歳
ま
で
の
親
保
険
加
入

と
い
っ
た
人
気
条
項
は
維
持
す

る
が
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
拡
大
州

へ
の
制
裁
や
医
療
提
供
者
税
削

減
を
含
み
、
40
州
と
Ｄ
Ｃ
に
影

響
が
及
ぶ
。
補
助
金
失
効
は
特

に
共
和
党
地
盤
の
州
で
影
響
が

大
き
く
、
テ
キ
サ
ス
や
フ
ロ
リ

ダ
な
ど
で
加
入
者
の
４
割
超
が

該
当
す
る
。
そ
の
た
め
共
和
党

内
部
で
も
選
挙
へ
の
悪
影
響
を

懸
念
す
る
声
が
あ
り
、
補
助
金

延
長
を
主
張
す
る
声
も
出
て
い

る
。
し
か
し
予
算
全
体
を
巡
る

与
野
党
の
溝
は
深
く
、
合
意
に

至
る
か
は
不
透
明
だ
。
世
論
調

査
で
は
国
民
の
約
３
分
の
２
が

法
案
に
否
定
的
で
、
民
主
党
は

来
年
11
月
の
中
間
選
挙
で
保
険

料
高
騰
を
共
和
党
攻
撃
の
柱
に

据
え
る
構
え
だ
。

　

日
本
人
で
か
つ
一
般
社
会
で

会
う
こ
と
が
で
き
る
世
界
で
た

だ
一
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
大
聖
者
、

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
氏
が
21

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
「
人
生
を
変
え
る
大
聖
者
と

の
出
会
い
」
と
題
す
る
講
演
会

を
行
っ
た
。

　

ヨ
グ
マ
タ
さ
ん
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
秘
境
に
て
死
を
超
え
る
修

行
を
重
ね
、
最
終
段
階
の
サ
マ

デ
ィ
に
到
達
し
、
究
極
の
真
理

を
悟
る
。
現
在
、
世
界
各
国
を

回
り
、
法
話
と
瞑
想
秘
法
伝
授

を
行
っ
て
い
る
。
講
演
で
は
、

瞑
想
で
心
を
充
電
し
て
人
の
た

め
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
い
た
。
ま
た
当
日
は
講
演
の

ほ
か
、瞑
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

瞑
想
秘
法
伝
授
の
実
演
な
ど
も

開
催
さ
れ
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
11
面
に
）

　

医
療
保
険
制
度
改
革
法
（
Ａ

Ｃ
Ａ
：
通
称
オ
バ
マ
ケ
ア
）
の

予
算
を
め
ぐ
り
、
連
邦
議
会
で

共
和
党
と
民
主
党
が
激
し
く
対

立
、
９
月
に
政
府
の
予
算
が
切

れ
る
の
を
前
に
政
府
閉
鎖
の
可

能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
ほ
ど

紛
糾
し
て
い
る
（
１
面
に
記

事
）。

　

共
和
党
が
今
夏
可
決
し
た
大

型
税
制
・
歳
出
法
案
に
は
オ
バ

マ
ケ
ア
の
削
減
措
置
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で

拡
充
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｃ
Ａ
の
保

険
料
補
助
金
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

拡
大
が
縮
小
さ
れ
る
。
今
年
末

に
期
限
を
迎
え
る
補
助
金
が
延

長
さ
れ
な
い
場
合
、
数
百
万
人

の
加
入
者
の
保
険
料
負
担
が
平

均
75
％
以
上
増
加
す
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
保
険
会

社
は
大
幅
な
値
上
げ
を
通
知
し

て
お
り
、
病
院
の
サ
ー
ビ
ス

縮
小
や
閉
鎖
も
始
ま
っ
て
い

る
。
議
会
予
算
局
は
、
保
険
を

医
療
保
険
料
が
大
幅
削
減

与
野
党
の
攻
防
続
く

写真左から 大堂浩樹さん、石破首相、 エマ・ベングソンさん、 小谷修一さん、 山本佐知子氏、森美樹夫大使

「
Ｎ
Ｙ
で
日
本
食

紹
介
意
義
深
い
」

国
連
総
会
で
来
米
の
石
破
首
相

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23



　
「
英
語
っ
て
ど
う
し
て
も
苦

手
で
…
」
そ
う
感
じ
て
い
た
方

が
、
思
い
が
け
な
い
き
っ
か
け

で
変
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
風

邪
で
寝
込
ん
で
い
た
あ
る
日
、

仰
向
け
の
ま
ま
動
画
を
見
な
が

ら
口
を
動
か
し
て
み
る
と
、「
あ

れ
？
今
の
音
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
っ

ぽ
い
」
と
、
自
分
の
声
に
驚
い

た
そ
う
で
す
。

　

上
を
向
い
た
姿
勢
で
は
、
あ

ご
が
自
然
に
後
ろ
へ
落
ち
、
あ

ご
と
舌
の
余
計
な
力
が
抜
け
ま

寝転んで出会った、
英語の音

2025年（令和 7年）9月 27日（土） ［総　合］　　（6  ）

www.nyseikatsu.com

す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
英
語
に

合
っ
た
口
の
形
が
つ
く
ら
れ
て

い
た
の
で
す
ね
。

　

英
語
の
発
音
は
、
日
本
語
と

は
違
う
口
の
開
け
方
や
舌
の
使

い
方
が
必
要
で
す
。
で
も
難
し

く
考
え
な
く
て
も
、
身
体
を
ゆ

る
め
る
だ
け
で
音
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
小
さ
な

実
感
が
、「
私
に
も
で
き
る
か

も
」
と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
し
英
語
に
苦
手
意
識
が
あ

る
方
も
、
年
齢
を
理
由
に
あ
き

ら
め
て
い
る
方
も
、
ま
ず
は
寝

転
ん
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

声
を
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
思
わ
ぬ
発
見
が
待
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
あ
ご
の
感
覚
を
ほ

ん
の
少
し
変
え
る
だ
け
で
、
ど

れ
く
ら
い
音
が
変
わ
る
の
か

を
、
身
近
な
単
語
で
比
べ
た
短

い
動
画
も
用
意
し
ま
し
た
。
興

味
の
あ
る
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
行
動
分
析

士
の
西
尾
尚
子
さ
ん
に
よ
る

「
応
用
行
動
分
析
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）

の
プ
ロ
と
一
緒
に
考
え
る
子
ど

も
の
困
っ
た
行
動
へ
の
対
応
〜　

行
動
に
は
理
由
が
あ
る
〜
」
と

題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
27

日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
マ
マ
サ
ロ
ン
で
開
催
さ

れ
る
。
子
供
の
行
動
で
「
ど
う

し
て
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
」「
何
度
注
意

し
て
も
続
い
て
し
ま
う
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
保

護
者
と
一
緒
に
考
え
、
冷
静
に

理
解
す
る
癖
を
つ
け
る
方
法
を

説
明
す
る
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー

ズ
の
子
供
を
持
つ
保
護
者
に
も

対
応
す
る
。

　

西
尾
さ
ん
は
２
０
０
４
年
に

来
米
後
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
教
育
審

議
会
に
て
教
育
相
談
員
や
補
習

校
Ｗ
校
の
教
育
相
談
員
の
経
験

を
得
て
、
Ｐ
Ａ
・
Ｎ
Ｊ
・
Ｎ
Ｙ

州
で
ア
メ
リ
カ
人
相
手
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
学
校

等
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
セ

ラ
ピ
ー
を
提
供
。
現
在
は
主
に

行
動
分
析
士
と
し
て
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
の
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

市
内
の
学
校
や
家
庭
訪
問
に
よ

る
セ
ラ
ピ
ー
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

参
加
費
60
ド
ル
（
お
茶

菓
子
付
き
）。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

nymamasalon@gmail.com

ま
で
。

子
ど
も
の
困
っ
た
行
動
へ
の
対
応

Ｎ
Ｙ
マ
マ
サ
ロ
ン
で
27
日
西
尾
さ
ん

プロポーズにおすすめの場所
NY市内ではベルヴェデーレ城

51

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の

原
則
を
貫
く

も
の
ご
と
を

シ
ン
プ
ル
に
と
ら
え
る

　

人
は
誰
し
も
単
純
な
ミ
ス
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
し
て
は
な
ら
な
い
と
知
り

な
が
ら
も
、
つ
い
魔
が
さ
し
た

　

私
た
ち
は
と
も
す
る
と
、
も

の
ご
と
を
複
雑
に
考
え
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

よ
う
に
不
正
を
行
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
な
い
と
も
か
ぎ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
ミ
ス
や
不
正
を
防

も
の
ご
と
の
本
質
を
と
ら
え
る

た
め
に
は
、
実
は
複
雑
な
現
象

を
シ
ン
プ
ル
に
と
ら
え
な
お
す

39

ぐ
た
め
に
は
、
複
数
の
部
門
や

人
が
関
わ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
シ
ス
テ
ム
が
働
く
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
物
品
の

購
入
に
お
け
る
受
入
部
門
と
検

収
部
門
と
い
う
複
数
部
門
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
、
公
印
の
捺
印
に

お
け
る
捺
印
者
と
保
管
者
と
い

う
複
数
の
人
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
、

数
字
の
計
算
に
お
け
る
二
者
検

算
等
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
す
。

　

特
に
金
銭
関
係
や
物
品
の
管

理
に
お
い
て
は
、
こ
の
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
、
ミ
ス
や

不
正
を
未
然
に
防
止
す
る
体
制

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
事
象

は
単
純
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
本

来
の
姿
、
す
な
わ
ち
真
理
に
近

づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
一
見
複
雑
に
思

え
る
経
営
と
い
う
の
も
、
つ
き

つ
め
て
み
れ
ば
〔
売
上
を
極
大

に
、
経
費
を
極
小
に
〕
と
い
う

単
純
な
原
則
に
尽
き
る
の
で

す
。
京
セ
ラ
の
〔
時
間
当
り
採

算
制
度
〕
も
、
こ
の
単
純
化
し

て
も
の
ご
と
を
と
ら
え
る
と
い

う
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

ま
す
。

　

い
か
に
し
て
複
雑
な
も
の
を

シ
ン
プ
ル
に
と
ら
え
な
お
す
か

と
い
う
考
え
方
や
発
想
が
大
切

な
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
ブ
ラ
ン
ド

の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
イ
ズ
・
フ

ォ
ー
エ
バ
ー
は
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ

に
最
高
の
場
所
30
」を
発
表
し
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
ベ
ル
ヴ

ェ
デ
ー
レ
城
が
国
内
ラ
ン
キ
ン

グ
10
位
に
選
ば
れ
た
。
同
城
は

建
築
家
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
・
ヴ
ォ

ー
ク
ス
が
１
８
６
９
年
に
建
設

し
た
。
中
心
部
に
来
園
者
を
呼

び
込
も
う
と
、
イ
タ
リ
ア
語
で

「
美
し
い
眺
め
」
を
意
味
す
る

「
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
」
と
名
付

け
た
。
１
９
１
９
年
に
現
米
国

立
気
象
局
の
測
候
所
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
後
同
公
園
管
理
委
員

会
が
83
年
と
２
０
１
９
年
に
改

修
工
事
を
行
っ
た
。
現
在
は
案

内
所
、
自
然
観
察
所
と
し
て
運

営
し
て
い
る
。

　

同
社
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
費

用
、
文
化
的
や
精
神
的
な
効

果
、
逸
話
、
交
通
な
ど
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
項
目

で
、
人
気
の
あ
る
プ
ロ
ポ
ー
ズ

地
を
分
析
し
た
。
ベ
ル
ヴ
ェ

デ
ー
レ
城
に
つ
い
て
は
「
無

料
、
安
全
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10

位
は
１
位
イ
リ
ノ
イ
州
の
ガ
ー

デ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
、
２
位
ハ
ワ
イ
州
の
カ
ウ

ナ
オ
ア
ビ
ー
チ
、
３
位
フ
ロ
リ

ダ
州
の
ヴ
ィ
ス
カ
ヤ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
＆
ガ
ー
デ
ン
ズ
、
４
位

モ
ン
タ
ナ
州
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
国

立
公
園
内
の
メ
ニ
ー
・
グ
レ
イ

シ
ャ
ー
・
ホ
テ
ル
、
５
位
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン

ズ
国
立
公
園
、
６
位
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
パ
レ
ス
・
オ
ブ
・
フ

ァ
イ
ン
ア
ー
ツ
、
７
位
テ
キ
サ

ス
州
の
ジ
ル
カ
ー
植
物
園
、
８

位
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ハ
ン
テ

ィ
ン
ト
ン
渓
谷
、
９
位
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
。
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
箱
根
の
芦
ノ
湖
が
10
位
と
な

っ
て
い
る
。
詳
細
はhttps:// 

adiamondisforever.com/
com

m
itm

ents/ranked-
the-top-30-proposal-
destinations-in-the-us-and-
around-the-world/

を
参
照
。

箱
根
の
芦
ノ
湖

世
界
ラ
ン
ク
10
位

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.seishinjukuny.org
mailto:nymamasalon@gmail.com
mailto:nymamasalon@gmail.com
mailto:nymamasalon@gmail.com
https:// adiamondisforever.com/commitments/ranked-the-top-30-proposal-destinations-in-the-us-and-around-the-world/
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試
す
こ
と
が
で
き
、
参
考
に

な
っ
た
」「
ぜ
ひ
店
で
も
使
っ
て

み
た
い
」「
沖
縄
に
行
っ
て
み

た
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

相
次
ぎ
、
沖
縄
食
材
の
将
来
性

へ
の
期
待
が
一
層
高
ま
っ
た
。

沖
縄
の
伝
統
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
さ
ら
に
前

日
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
サ

マ
ー
ス
テ
ー
ジ
で
公
演
を
行
っ

たAwich

とOZW
ORLD

も

駆
け
つ
け
、
沖
縄
Ｐ
Ｒ
を
力
強

く
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
、
日
本
語
と
英
語
で
Ｍ

Ｃ
も
務
め
たKatsu Zen USA

代
表
の
大
森
智
子
氏
は
、「
日

本
の
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で

あ
る
沖
縄
の
幸
せ
な
ス
ピ
リ
ッ

ト
が
集
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
嬉
し
い
。
有
名
シ
ェ
フ
か
ら

『
美
味
し
い
』『
参
考
に
な
る
』

『
沖
縄
食
材
を
使
い
た
い
』
と

の
声
を
い
た
だ
き
、
沖
縄
食
材

の
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
た
」

と
語
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
で
Ｐ
Ｒ
大
盛
況

有
名
シ
ェ
フ
大
集
合

沖縄の食文化

NY共同貿易
レストラン・エキスポ
131社が参加

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「W

OKUNI

」
で
15
日
、

沖
縄
の
食
と
文
化
を
紹
介
す
る

「
沖
縄
フ
ー
ド
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
飲
食
・
旅
行
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
業
界
や
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
、
１
０
０

人
以
上
が
来
場
し
大
盛
況
と
な

っ
た
。
会
場
で
は
、
海
ブ
ド

ウ
、
伊
是
名
島
産
の
早
摘
み
生

も
ず
く
、
宮
古
島
産
ち
ゅ
ら
恋

紅
芋
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、
泡

盛
、バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
茶
な
ど
、

10
種
類
以
上
の
沖
縄
特
産
品
を

活
用
し
た
試
食
や
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
が
提
供
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

W
OKUNI

の
仲
野
料
理
長
と

杉
本
料
理
長
が
沖
縄
直
送
の
食

材
を
使
っ
て
特
別
に
用
意
し
た

メ
ニ
ュ
ー
、
例
え
ば
紅
芋
コ
ロ

ッ
ケ
や
、
ハ
イ
サ
イ
ソ
ー
ス
と

海
ブ
ド
ウ
を
組
み
合
わ
せ
た
巻

物
な
ど
が
登
場
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
味
も
新
鮮
で
素
晴
ら
し

い
」「
料
理
の
幅
が
広
が
る
」

と
絶
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

沖
縄
の
ビ
ー
ル
と
い
え
ば
オ

リ
オ
ン
。
来
場
者
は
オ
リ
オ

ン
ビ
ー
ル
を
堪
能
し
、
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
果
汁
で
割
っ
た
カ

ク
テ
ル
や
、
沖
縄
出
身
ラ
ッ

パ
ーAwich

が
愛
飲
す
る
ハ
ブ

酒
「Habush

」
も
楽
し
ん
だ
。

寿
司
ナ
カ
ザ
ワ
、15 East

、

ICCA

、W
asan

、Armani

レ

ス
ト
ラ
ン
、Lafayette

な
ど
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
す
る
有

名
シ
ェ
フ
た
ち
も
駆
け
つ
け
、

「
知
ら
な
か
っ
た
沖
縄
食
材
を

　

日
本
ク
ラ
ブ
・Reinvent 

Ｎ
Ｙ
主
催「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

経
営
者
・
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
会 

・
２
０
２
５
秋
の
陣
」
が

10
月
14
日
（
火
）
午
後
６
時
か

ら
、
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
23
年
か

ら
企
画
・
開
催
さ
れ
、
今
回
で

13
回
目
を
迎
え
る
。
３
月
に
開

催
し
た
前
回
は
80
社
を
超
え
る

企
業
・
個
人
が
参
加
し
、
大
盛

況
と
な
っ
た
。
参
加
対
象
は
、

Ｎ
Ｙ
在
住
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
、
起
業
家
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

学
生
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ

る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
。

各
社
２
人
程
度
ま
で
。

　

参
加
費
は
一
般
40
ド
ル
、
会

員
30
ド
ル
、
学
生
20
ド
ル
（
要

写
真
付
き
学
生
証
）。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/event/start-up-and-
entrepreneur-meeting-
vol2/?lang=ja

を
参
照
す
る
。

２
０
２
５
年
３
月
に
行
わ

れ
た
会
の
記
念
写
真

起
業
家
集
ま
れ

日
本
ク
ラ
ブ
で
10
月
14
日

　

日
本
ク
ラ
ブ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
）
の
共
催
で
８
月
26
日
、
ボ

ス
ト
ン
の
北
に
位
置
す
る
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
最
先
端
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（Cambridge 

Innovation Center

）

と

Ｍ
Ｉ
Ｔ
ス
ロ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
（MIT Sloan School of 

Management

）
を
巡
る
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

約
30
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
ツ

ア
ー
の
目
的
は
、
日
系
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
日
系
企
業
の
経
営

層
に
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
メ
ソ
ッ
ド

と
起
業
家
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
米
国
市
場
に

参
入
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
側
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
投
資
機
会

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
を
見
学
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
運
営
や
資
金
調
達
サ

ポ
ー
ト
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
。

ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ス
ロ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
特
徴
な
ど
を
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ

た
。今
後
も
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、

日
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
日
系

企
業
の
た
め
の
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
い
く
予
定
。

日系スタートアップが
バスツアー開催

　

Ｎ
Ｙ
共
同
貿
易
（
大
畑
正
敏

社
長
）
は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ

ー
ド
＆
レ
ス
ラ
ン
・
エ
キ
ス
ポ

２
０
２
５
を
９
月
20
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

パ
ビ
リ
オ
ン
で
開
催
し
た
。
今

年
で
28
回
目
と
な
っ
た
今
回
は

食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
１
３
１
社

が
出
店
し
、
約
２
５
０
０
人
が

来
場
し
た
。

　

開
会
式
で
祝
辞
を
述
べ
た
ジ

ェ
ト
ロ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務

所
の
伊
津
野
智
久
次
長
に
よ

る
と
、
２
０
２
４
年
の
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は

1
兆
５
０
７
１
億
円
と
過
去
最

高
を
更
新
、
う
ち
、
1
位
の
米

国
向
け
輸
出
額
も
２
４
２
９
億

円
と
過
去
最
高
を
更
新
、
品
目

別
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、

ブ
リ
、
ホ
タ
テ
貝
、
緑
茶
の
順

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

大
畑
社
長
は
「
日
本
か
ら
米

国
に
輸
入
し
て
い
る
商
品
に
は

15
％
の
相
互
関
税
が
か
か
っ
て

い
る
た
め
影
響
は
少
な
く
な
い

が
米
国
に
お
け
る
日
本
食
の
裾

野
は
広
が
っ
て
い
る
の
で
レ
ス

ト
ラ
ン
関
係
者
、
食
品
関
連
産

業
の
皆
様
の
需
要
に
応
え
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

サッポロプレミアムの新製品ノン
アルコールビールは会場で人気

試
食
券
を
持
ち
列
に
並
ん
で
宮
崎
和
牛
を
食
べ
る
来
場
者

https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.nipponclub.org/event/start-up-and-entrepreneur-meeting-vol2/?lang=ja
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58

エ
ビ
マ
ヨ

揚
げ
蕎
麦
餡
掛
け

焼
き
お
に
ぎ
り
茶
漬
け

簡
単
に
す
ぐ
作
れ
て
美
味
し
い
一
品
料
理

【
作
り
方
】　

　

茹
で
た
乾
麺
を
油
で
揚
げ

る
。
キ
ノ
コ
類
を
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焼
く
。
片
栗
粉
と
蕎
麦
つ
ゆ

の
出
汁
を
合
わ
せ
て
一
煮
立
ち

さ
せ
て
と
ろ
み
を
付
け
て
あ
ん

か
け
を
作
り
、
炒
め
た
キ
ノ
コ

類
を
投
入
す
る
。
そ
れ
を
麺
に

か
け
る
。

【
作
り
方
】　

　

セ
ワ
タ
を
取
っ
た
海
老
に
小

麦
粉
を
ま
ぶ
し
天
ぷ
ら
粉
と
卵

を
混
ぜ
た
衣
に
く
ぐ
ら
せ
て

１
７
０
度
の
油
で
揚
げ
る
。

　

ソ
ー
ス
は
市
販
の
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
と
コ

チ
ュ
ジ
ャ
ン
を
少
々
混
ぜ
た
物

を
揚
げ
た
海
老
に
か
ら
ま
せ

る
。
上
に
チ
ャ
イ
ブ
を
飾
り
で

乗
せ
る
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

MOMOYA SOHO

店
の
料
理

長
、奥
田
徹
也
さ
ん
（
56
）
に
、

揚
げ
蕎
麦
あ
ん
か
け
、
エ
ビ
マ

ヨ
、
焼
き
お
に
ぎ
り
茶
漬
け
の

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
奥
田
さ
ん
は
大
阪
出
身
で

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ゴ
ル
フ
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
寿
司
田
、
寿

司
石
、
マ
ン
ダ
リ
ン
ホ
テ
ル
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で

修
行
し
て
、
現
在
は
同
店
の
料

理
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

【
作
り
方
】　

　

お
に
ぎ
り
に
醤
油
を
塗
っ
て

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
敷
い
て
フ

ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
。

　

具
は
市
販
の
鮭
フ
レ
ー
ク
や

冷
凍
の
う
な
ぎ
な
ど
、
各
自
好

き
な
物
を
乗
せ
る
。
お
茶
漬
け

の
素
、
も
し
く
は
出
汁
を
か
け

て
食
べ
る
。
味
が
濃
い
具
材
の

場
合
は
お
茶
や
お
湯
で
も
大
丈

夫
。

材料
乾麺 ...........................少々
きのこ ........................少々
片栗粉 ........................少々
蕎麦つゆ ...................100g
片栗粉 ........................少々
白髪ネギまたはネギ

材料
おにぎり ..............................２こ
具材　シャケ、うなぎなど
（自分の好きなもの）

材料
海老　ブラックタイガー ......３尾
市販のマヨネーズ ............... 150g
コンデンスミルク ................ 20g
コチュジャン ........................ 10g
チャイブ .............................少々
小麦粉、天ぷら粉、卵、揚げ油

MOMOYA SOHO
47 Prince street

New York, NY 10012
646-429-9315

https://momoyanyc.com/soho.html
年中無休　12:00~22:00

(土日以外は 15:30~17:00 休憩）

https://momoyanyc.com/soho.html
https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
https://artofhaiku.org/
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　今回ご紹介するのは、Brooklyn と NJに店舗があるヘルシーフードのお店、Nurish です。こちらでは膨大な種
類のサンドイッチやラップ、またボウルを販売していますが、プロテインや野菜をそれぞれ選んだり追加するこ
とができ、その組み合わせは無限大なのです。アメリカで食べられるヘルシーフードで本当に美味しいと思うも
のに出会ったことは少ないように感じるのですが、こちらの店舗は本当に感動するぐらいおいしい。味付けはい
たってシンプルですが、使っている素材が良いこと、そして調理法がこってりしすぎず日本人にも合うのが特徴
です。ただ、安い値段ではございませんのでたまの贅沢に。毎日こんなものが食べられたらいいんだろうなあ！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移住。日本食スー
パーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本
格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）
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非
営
利
団
体
プ
ロ
ス
ペ
ク

ト
・
パ
ー
ク
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

と
Ｎ
Ｙ
市
公
園
局
は
８
月
10

日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
巡
る
初
の
公
式
の
ネ

イ
チ
ャ
ー
・
ト
レ
イ
ル
設
備
を

公
式
ト
レ
イ
ル
・
ル
ー
ト
開
設

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・
パ
ー
ク
に

開
設
し
た
。
こ
の
ト
レ
イ
ル
は

５
ル
ー
ト
か
ら
成
り
、
何
百
種

も
の
自
生
植
物
や
野
生
動
物
が

生
息
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
唯

一
残
る
高
地
森
林
な
ど
、
森

林
や
草
原
、
河
川
が
広
が
る

３
５
０
エ
ー
カ
ー
の
敷
地
を
環

境
を
損
傷
さ
せ
る
こ
と
な
く
散

策
で
き
る
。
各
ル
ー
ト
に
は
特

徴
が
あ
り
、
ミ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
・

ル
ー
プ
は
高
所
か
ら
河
川
を
眺

め
る
密
林
を
行
く
半
マ
イ
ル
の

コ
ー
ス
、
舗
装
さ
れ
た
小
川
沿

い
の
歩
道
を
進
み
ボ
ル
ダ
ー
橋

か
ら
渓
谷
を
見
下
ろ
す
半
マ
イ

ル
弱
の
ラ
ビ
ー
ン
・
ル
ー
プ
ほ

か
、
約
１
マ
イ
ル
と
最
長
の
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ト
レ
イ
ル
、

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ト
レ
イ
ル
、

最
短
の
フ
ォ
ー
ル
キ
ル
・
ト
レ

イ
ル
が
あ
る
。

　

同
公
園
は
、
50
万
本
以
上

の
樹
木
や
植
物
の
植
栽
を
含

み
、
森
林
の
再
生
に
過
去
20
年

で
１
５
０
０
万
ド
ル
以
上
を
投

じ
て
き
た
。
全
国
の
原
生
林
保

護
を
擁
護
す
る
非
営
利
団
体
オ

ー
ル
ド
・
グ
ロ
ー
ス
・
フ
ォ
レ

ス
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今

年
、
同
公
園
を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
公
式
原
生
林
と
し
て
登
録
し

た
。
同
公
園
の
モ
ー
ガ
ン
・
モ

ナ
コ
園
長
は
「
歩
道
の
な
い
森

林
で
迷
子
に
な
る
の
は
魔
法
を

か
け
ら
れ
た
よ
う
な
体
験
に

な
る
が
、
歩
道
の
舗
装
に
は
保

護
の
目
的
が
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
以
降
、
入
園
者
が
増
え
た

の
は
公
衆
衛
生
の
面
で
は
喜
ば

し
い
こ
と
だ
が
、
自
生
植
物
や

野
生
動
物
に
と
っ
て
は
挑
戦
に

な
り
兼
ね
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。
詳
細
はhttps:// www.

prospectpark.org/explore-
scenic-trails-in-prospect-
park/

を
参
照
す
る
。

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https:// www.prospectpark.org/explore-scenic-trails-in-prospect-park/
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歴
史
に
「
Ｉ
Ｆ
（
も
し
も
）」

は
タ
ブ
ー
だ
が
想
像
す
る
の
は

楽
し
い
。
日
本
史
に
詳
し
い
人

も
詳
し
く
な
い
人
も
楽
し
め
る

歴
史
の
教
養
ミ
ス
テ
リ
ー
本
。

　

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
日
本
中

世
史
は
、
受
験
生
に
と
っ
て
は

つ
ら
い
期
間
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
と
い
う
大
ス
タ
ー
が
い
な

い
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
幕
府
を
開

い
た
源
頼
朝
、
足
利
尊
氏
の
活

躍
は
誰
も
が
知
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
有
力
武
士
で
あ
っ
た
北

条
、
三
浦
、
上
総
、
大
庭
、
伊

東
、
畠
山
に
つ
い
て
は
、
ど
れ

ほ
ど
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
そ
う
そ
う
千
葉
も

い
た
。
各
々
の
家
名
は
地
名
と

し
て
残
る
の
で
、
そ
れ
な
り
に

有
力
な
武
士
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
今
一
つ
ピ
ン
と
こ
な
い
。

　

室
町
時
代
に
な
る
と
、
有
力

大
名
が
誕
生
し
、管
領
の
斯
波
、

畠
山
、
細
川
、
四
職
に
山
名
、

京
極
、
一
色
、
赤
松
が
歴
史
の

表
舞
台
に
登
場
す
る
。
し
か
し

そ
の
後
の
天
下
統
一
の
覇
権
争

い
に
は
名
前
が
な
い
。
か
ろ
う

じ
て
関
東
管
領
の
上
杉
は
戦
国

時
代
、江
戸
時
代
ま
で
続
く
が
、

ほ
と
ん
ど
の
大
大
名
は
没
落
も

し
く
は
滅
亡
し
て
い
る
。
だ
か

ら
な
ん
だ
か
日
本
史
の
終
末
を

迎
え
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

正
し
く
諸
行
無
常
だ
。

　

し
か
し
古
代
の
中
央
集
権

的
、
一
部
の
貴
族
が
支
配
す
る

国
家
体
制
か
ら
離
れ
、
日
本
各

地
で
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
武

士
た
ち
が
、
し
の
ぎ
を
削
り
、

つ
ば
ぜ
り
合
い
を
繰
り
返
し
、

隆
盛
を
極
め
て
は
滅
亡
し
て
い

く
姿
は
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

で
、
歴
史
オ
タ
ク
に
は
た
ま
ら

な
い
ほ
ど
美
味
し
い
時
代
だ
ろ

う
。

　

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝

は
、
何
度
か
命
を
失
い
か
け

た
。
平
治
の
乱
を
起
こ
し
た
父

源
義
朝
が
平
家
に
破
れ
、
父
と

と
も
に
平
清
盛
に
捕
ら
え
ら
れ

た
時
。
ま
だ
若
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
清
盛
の
母
の
助
命
嘆
願

で
死
罪
は
免
れ
た
。
次
に
北
条

氏
と
と
も
に
平
氏
打
倒
の
兵
を

挙
げ
た
「
石
橋
山
の
戦
い
」
で
、

も
の
の
見
事
に
大
敗
し
、
逃
れ

る
途
中
で
洞
穴
に
隠
れ
て
い
た

と
こ
ろ
を
、
平
家
方
の
梶
原
景

時
に
見
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し

そ
の
時
、
な
ぜ
か
景
時
は
声
も

上
げ
ず
、
頼
朝
を
逃
し
た
。

　

そ
こ
で
ミ
ス
テ
リ
ー
。
も
し

景
時
が
大
声
を
出
し
て
頼
朝
を

平
家
方
に
突
き
出
し
て
い
た

ら
。

　

も
ち
ろ
ん
頼
朝
は
直
ぐ
に
捕

ら
え
ら
れ
、
情
け
容
赦
な
く
斬

首
さ
れ
、
福
原
の
清
盛
の
前
に

首
が
差
し
出
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
鎌
倉
幕
府
も
成
立
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で

も
、
武
士
の
時
代
は
、
も
し
か

し
た
ら
関
東
武
士
の
時
代
は
来

た
だ
ろ
う
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
面
白
か
っ
た
ミ
ス

テ
リ
ー
。
室
町
時
代
の
有
力
大

名
畠
山
持
国
に
は
、
高
級
遊
女

と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
が
い

た
。
彼
女
は
素
晴
ら
し
い
名
妓

だ
っ
た
ら
し
く
、
信
濃
の
小
笠

原
氏
や
飛
驒
の
江
馬
氏
と
も
恋

愛
関
係
に
な
っ
て
、
子
も
産
ん

で
い
た
。男
気
の
な
い
持
国
は
、

頑
と
し
て
子
ど
も
を
認
知
し
な

い
。
捨
て
子
同
然
に
寺
に
預
け

て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

子
が
育
っ
て
く
る
と
自
分
そ
っ

く
り
だ
。
跡
継
ぎ
が
無
く
、
甥

に
継
が
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の

が
惜
し
く
な
り
、
や
っ
と
そ
の

子
を
我
が
子
と
認
め
、
還
俗
さ

せ
跡
継
ぎ
に
す
る
と
決
め
た
。

ま
で
は
い
い
が
、
意
気
地
な
し

の
持
国
は
３
年
後
に
死
ん
で
し

ま
う
。
さ
あ
、
主
の
い
な
く
な

っ
た
畠
山
氏
で
は
、
お
家
騒
動

が
勃
発
。
そ
れ
が
引
き
金
と
な

り
、
応
仁
の
乱
に
ま
で
こ
と
は

大
き
く
な
る
。

　

そ
こ
で
ミ
ス
テ
リ
ー
。
も
し

持
国
が
男
と
し
て
気
概
が
あ
っ

た
ら
。
直
ぐ
に
我
が
子
と
し
て

手
元
で
育
て
て
い
た
ら
。
他
に

も
、
も
し
織
田
信
長
が
、
豊
臣

秀
吉
が
、
徳
川
家
康
が
、
な
ど

な
ど
。
間
違
い
な
く
面
白
い
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 日本の歴史変わっていたかも
本郷 和人・著

 扶桑社・刊

■翼をください（原田マハ、毎日文庫）新聞記者の翔子が
手にした1枚の古い写真。第2次世界大戦の開戦間際、初
めて世界1周飛行を成し遂げた飛行機・ニッポンの勇姿。
そこに写り込む謎の人影は、あの伝説の女性パイロットな
のか。自由と平和を渇望し、歴史の闇に消えた2つの「翼」
とは。空駆ける大冒険ロマン。■美しすぎた薔薇（くわが
きあゆ、新潮文庫）竜守令祥は、転職先で教育係となる
工藤との衝撃の出会いを果たす。その容姿、能力、所持品
までもが憧れであり全てを真似る日々が始まる。だがその

「執着」は殺人への幕開けだった。やがて、被疑者となっ
た男に関わる不可解な事実が次々と浮かび上がる。■日本
人だけが知らない世界経済の真実（モハP、ダイヤモンド
社）みんなが信じている情報に価値はない。「少子化・人
口減少の勘違い」「日本は世界一の対外資産国」「生保・証
券のヤバい闇」など、日本の新聞・テレビが報じない世界
と日本の経済ニュースの実態を元機関投資家が独自目線で
解説する。世界経済の深層解説本。■人生の原則（曽野綾
子、河出新書）人間は平等ではない。運命も公平ではない。
だから人生はおもしろい。この世に生を受けた以上、人間
は一人一人違っていて当然である。人は人、自分は自分と
してしか生きられない。すべてこの世にあることは無駄で
はなく、幸福も不幸も人間を育て創る。エッセイスト曾野
綾子が遺した、生き方の基本。■ダークネス（桐野夏生、新潮社）1993年、
江戸川乱歩賞を受賞した桐野夏生のデビュー作『顔に降りかかる雨』ととも
に「村野ミロ」は誕生した。それから20年、ミロの息子のハルオは20歳
になり「悪」を知る旅に出る。そして運命の夜ダークナイトがやってくる。
息子を守るためミロがとった最終手段とは。桐野夏生の約500ページにわた
る長編サスペンス。■ 75歳からやめて幸せになること（和田秀樹、だいわ
文庫）健康のために良かれと思って日々の生活に制限をかけている人、人の
ために気を遣って自分がつらい思いをしている人。我慢はもうやめましょう。
ベストセラー『80歳の壁』の作家で精神科医の著者が、75歳以降の人生を
存分に楽しむために「やめていいこと」を具体的に伝えた本。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

空
を
駆
け
る
大
冒
険
ロ
マ
ン
。「
狂
気
」
へ
と
変
貌
す
る
極
限
の
愛
を
描
く
。
報
道
さ

れ
な
い
経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
実
態
。
曾
野
綾
子
が
遺
し
た
、
生
き
方
の
基
本
。
桐
野
夏
生
の

長
編
サ
ス
ペ
ン
ス
。
75
歳
か
ら
は
好
き
な
こ
と
だ
け
を
し
て
幸
せ
に
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

文
政
10
年
（
１
８
２
７
年
）、

土
佐
清
水
市
中
浜
の
貧
し
い
漁

師
の
家
に
生
ま
れ
た
万
次
郎
は

９
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く
す

と
、
病
弱
な
兄
に
代
わ
っ
て
家

計
を
助
け
る
た
め
に
幼
い
頃
か

ら
働
き
に
出
て
い
ま
し
た
。
14

歳
に
な
っ
た
万
次
郎
は
漁
師
仲

間
４
人
と
漁
へ
出
ま
す
が
嵐
に

遭
遇
し
、
遭
難
。
太
平
洋
に
浮

か
ぶ
無
人
島
に
漂
着
し
、
過
酷

な
無
人
島
生
活
を
お
く
り
ま

す
。
運
良
く
、
島
の
付
近
を
航

海
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨

船
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
に

救
助
さ
れ
た
の
は
、
な
ん
と
漂

着
か
ら
１
４
３
日
後
。こ
こ
で
、

万
次
郎
の
人
生
を
大
き
く
変
え

る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

　

異
国
の
地
で
過
ご
し
、
帰
国

後
、
幕
末
の
開
国
に
貢
献
し
た

ジ
ョ
ン
万
次
郎
。
彼
の
軌
跡
を

題
材
に
、
一
部
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
加
え
て
米
国
人
作
家
が
手
が

け
た
伝
記
小
説
。
優
れ
た
児
童

書
に
贈
ら
れ
る
２
０
１
１
年
ニ

ュ
ー
ベ
リ
ー
賞
の
銀
賞
作
品
。

日
本
人
か
ら
す
る
と
「
で
も
万

次
郎
は
サ
ム
ラ
イ
で
は
な
い
ん

だ
が
な
あ
ー
」
と
思
っ
て
し
ま

う
が
、
そ
こ
は
目
線
の
違
い
と

い
う
こ
と
で
。　
　
　
（
高
田
）

米
国
人
が
描
く
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
半
生

 『Heart of a Samurai』
Written by Margi Preus

Published by Amulet Paperbacks

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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世
界
中
を
飛
び
回
る
生
活
の

中
で
、
私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
「
美
肌
習
慣
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
朝
日
を
浴
び
て
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
行
う
こ
と
。

朝
の
光
を
全
身
で
感
じ
、
ゆ
っ

く
り
と
深
呼
吸
を
す
る
だ
け

で
、
不
思
議
と
心
が
整
い
、
肌

の
透
明
感
ま
で
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
私
が
特
に
お
気
に
入
り
の

場
所
は
、メ
キ
シ
コ
の
「
サ
ン
・

ホ
セ
・
デ
ル
・
カ
ボ
」。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島
の
最

南
端
に
位
置
し
、
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
最
先
端
に
広
が
る
リ
ゾ
ー

ト
地
で
す
。
コ
ル
テ
ス
海
と
太

平
洋
が
出
会
う
そ
の
場
所
に

は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
削
ら

れ
た
壮
大
な
岩
々
が
立
ち
並

び
、
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
存

分
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
年
に
一

度
、
私
は
必
ず
こ
こ
を
訪
れ
、

心
と
体
を
完
全
に
リ
セ
ッ
ト
し

ま
す
。

　

夜
明
け
と
と
も

に
ビ
ー
チ
を
歩

き
、
黄
金
色
の
朝

日
を
浴
び
な
が
ら

深
く
呼
吸
す
る
そ

の
瞬
間
、
自
分
の

内
側
が
静
か
に
整

っ
て
い
く
の
を
実

感
す
る
の
で
す
。

　

朝
日
に
は
体
内
時
計
を
整
え

る
力
が
あ
り
、
幸
せ
ホ
ル
モ
ン

と
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分

泌
を
促
し
ま
す
。
結
果
、
ス
ト

レ
ス
が
和
ら
ぎ
、
肌
の
タ
ー
ン

オ
ー
バ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
に
。
外

側
か
ら
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に
加
え

て
、
こ
う
し
た
イ
ン
ナ
ー
ケ
ア

の
積
み
重
ね
が
真
の
美
肌
を
つ

く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

リ
ゾ
ー
ト
に
は
、
さ
ら
に
格
別

な
体
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。
岬

の
先
端
に
設
え
ら
れ
た
オ
ー
プ

ン
エ
ア
の
ス
パ
。
目
を
閉
じ
れ

ば
、耳
に
届
く
の
は
波
音
だ
け
。

海
風
に
包
ま
れ
な
が
ら
受
け
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
た
だ
の
施
術

で
は
な
く
、
大
地
と
海
か
ら
力

を
授
か
る
か
の
よ
う
な
特
別
な

ひ
と
と
き
で
す
。
こ
こ
で
心
身

を
解
き
放
つ
た
び
、
日
常
で
は

得
ら
れ
な
い
安
ら
ぎ
と
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
静
か
に
満
ち
て

く
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
サ

ン
・
ホ
セ
・
デ
ル
・
カ
ボ
の
澄

ん
だ
空
気
と
雄
大
な
自
然
は
、

ま
さ
に
「
肌
と
心
の
聖
地
」。

旅
先
で
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

は
、
美
肌
と
心
を
育
む
私
の
リ

セ
ッ
ト
習
慣
で
す
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

　

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
さ
ん

（
80
）
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
秘
境

で
死
を
超
え
る
修
行
を
重
ね
、

最
終
段
階
の
サ
マ
デ
ィ
（
究
極

の
悟
り
）
に
到
達
し
た
人
だ
、

と
書
く
と
な
ん
だ
か
と
て
も
近

寄
り
難
い
存
在
に
聞
こ
え
る

が
、
ヨ
ガ
の
世
界
を
極
め
て
行

く
過
程
は
実
に
人
間
的
な
も
の

だ
っ
た
。
21
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
で
講
演
し
た
が
、
そ
の
２
日

前
に
話
を
聞
い
た
。

　

相
川
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時

に
顔
に
赤
い
吹
き
出
物
が
で
き

て
、
こ
す
る
と
も
っ
と
赤
く
な

っ
て
し
ま
い
、
漢
方
と
か
断
食

と
か
い
ろ
い
ろ
試
し
て
も
、
な
か

な
か
治
ら
な
い
。
当
時
珍
し
い
ヨ

ガ
に
出
会
っ
た
の
も
そ
の
頃
だ
っ

た
。
山
梨
県
出
身
で
、
叔
父
が
県

議
会
議
長
、
弁
護
士
の
父
親
は
１

歳
半
の
時
に
亡
く
な
っ
た
。
七
人

兄
弟
で
男
３
人
女
４
人
の
末
っ
子

の
四
女
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
家
系

で
素
直
な
い
い
子
で
育
ち
、
５
歳

の
こ
ろ
友
達
の
父
親
が
友
達
に
お

土
産
を
あ
げ
て
い
る
の
を
見
て
、

母
親
に
ど
う
し
て
自
分
に
は
父
親

は
い
な
い
の
か
と
聞
い
た
。
母
親

が
困
っ
た
顔
を
し
た
。
子
供
心
に

利
己
的
で
な
く
平
等
に
す
る
の
が

よ
い
と
い
う
心
が
芽
生
え
た
。

　

中
学
時
代
は
生
徒
会
の
副
会

長
を
務
め
、
当
時
花
形
で
あ
る

電
子
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
、
女

子
が
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
山
梨

県
立
甲
府
工
業
高
校
の
電
子
科

に
進
ん
だ
。
卒
業
後
２
年
間
就

職
し
た
が
、「
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
学
問
を
学
び
た
い
と
、
昼
間

働
い
て
夜
に
独
学
し
て
明
治
大

学
文
学
部
日
本
文
学
科
に
入

学
。
皮
膚
の
健
康
や
整
体
、
ヨ

ガ
の
研
鑽
を
深
め
、
学
生
な
が

ら
も
ヨ
ガ
講
師
と
し
て
招
か
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
学
生
時

代
以
降
さ
ら
に
ヨ
ガ
と
周
辺
の

癒
し
の
学
び
を
深
め
、
カ
ル
チ

ャ
ー
教
室
や
百
貨
店
に
要
請
さ

れ
て
都
内
に
50
か
所
ほ
ど
ヨ
ガ

教
室
を
開
く
。
執
筆
、
講
演
も

増
え
、
ヨ
ガ
ダ
ン
ス
や
整
体
ヨ

ガ
も
発
明
し
、
若
く
し
て
ヨ
ガ

で
成
功
し
て
い
た
。
す
べ
て
を

手
に
入
れ
、
残
す
学
び
は
最
高

の
人
間
完
成
の
悟
り
と
思
っ
て

い
る
時
に
、
テ
レ
ビ
出
演
に
来

日
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
聖
者
に
、
番

組
の
手
伝
い
の
際
に
出
会
い
、

そ
の
時
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
招
待

を
受
け
る
。
そ
の
時
38
歳
、
す

ぐ
さ
ま
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
修
行
に

向
か
い
、
７
年
間
修
行
を
し
て

究
極
の
サ
マ
デ
ィ
を
成
就
。
そ

の
後
イ
ン
ド
や
ク
ン
ブ
メ
ラ
で

16
年
間
で
18
回
、
公
開
で
４
日

間
密
閉
さ
れ
た
地
下
窟
で
究
極

の
サ
マ
デ
ィ
に
没
入
し
て
復

活
、
サ
マ
デ
ィ
パ
ワ
ー
を
シ
ェ

ア
す
る
。
そ
し
て
今
な
お
ヒ
マ

ラ
ヤ
シ
ッ
ダ
ー
瞑
想
伝
授
と
合

宿
を
開
催
し
、
人
々
に
目
覚
め

と
進
化
を
促
し
て
い
る
。

　
「
世
界
を
平
和
に
す
る
こ
と

は
大
変
。
一
人
一
人
が
本
質
に

つ
な
が
っ
て
セ
ル
フ
・
リ
ア
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
豊
か
に
な
り
、

成
功
し
た
と
し
て
も
そ
こ
か
ら

パ
ワ
ー
を
得
ら
れ
な
い
の
で

す
。
瞑
想
の
実
践
で
本
質
か
ら

心
を
満
た
し
、
人
の
た
め
に
生

き
る
。
現
実
の
中
で
そ
れ
を
車

の
両
輪
の
よ
う
に
し
て
実
践
す

る
こ
と
、
平
和
に
な
っ
て
充
電

す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
ん
な
こ

と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
目
を
細
め
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）　

瞑
想
で
心
の
内
側
か
ら
の
充
電
を
説
く

シッダーマスター

ヨグマタ相川圭子さん

私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
「
美
肌
習
慣
」

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
http://jmart-usa.com/
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Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
三
味
線
と

ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
「MaoSho

」

が
公
演
を
行
い
、
年
中
か
ら
小

6
ま
で
の
約
60
人
の
児
童
が
そ

の
演
奏
に
酔
い
し
れ
た
。
公
演

は
子
ど
も
た
ち
の
掛
け
声
と
と

も
に
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
入
場
。

ま
ず
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
リ
ズ

ム
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
曲
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち

の
心
を
一
気
に
引
き
つ
け
た
。

曲
が
終
わ
る
と
、
児
童
た
ち
は

周
囲
の
友
だ
ち
と
顔
を
見
合
わ

せ
、
大
興
奮
の
様
子
だ
っ
た
。

　

続
い
て
、
三
味
線
担
当
の

Sho

さ
ん
に
よ
る
三
味
線
ク
イ

ズ
が
行
わ
れ
た
。
初
め
て
目
に

す
る
三
味
線
に
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
た
。

「
三
味
線
は
動
物
の
皮
で
で
き

て
い
ま
す
。
何
の
動
物
で
し
ょ

う
か
」
と
い
う
問
い
に
年
中
か

ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
が
次
々

と
手
を
挙
げ
、
多
彩
な
答
え
が

飛
び
交
っ
た
。正
解
が
出
る
と
、

全
員
で
「
え
ー
！
」
と
驚
い
て

い
た
。
津
軽
三
味
線
特
有
の
力

強
い
音
色
に
合
わ
せ
、
児
童
た

ち
は
音
楽
を
楽
し
ん
だ
。

　

ピ
ア
ノ
担
当
のMao

さ
ん

は
「
弾
い
て
ほ
し
い
曲
が
あ
れ

ば
即
興
で
演
奏
し
ま
す
」
と
呼

び
か
け
、
児
童
た
ち
は
我
先
に

手
を
挙
げ
た
。

三
味
線
と
ピ
ア
ノ
公
演

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

Ｍ
ａ
ｏ
Ｓ
ｈ
ｏ

　

Ｎ
Ｙ
近
郊
に
住
む
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
帰
国
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
19
日
夕
、
日
本
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
日
本

全
国
の
小
中
学
校
や
高
校
で

国
際
交
流
と
語
学
指
導
な
ど

を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業

（The Japan Exchange and 
Teaching Programme

）。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の

間
瀬
博
幸
首
席
領
事
は
「
Ｊ
Ｅ

Ｔ
の
よ
う
な
親
密
な
文
化
交
流

は
、
日
米
関
係
を
よ
り
強
化

し
、
今
日
よ
り
複
雑
に
な
る
国

際
関
係
の
中
で
大
切
な
も
の
。

１
９
８
７
年
以
来
の
参
加
者

の
貢
献
は
正
に
『Diplomacy 

Begins with People

』
そ
の

も
の
」
と
述
べ
た
。

　

藤
野
健
ク
レ
ア
（
自
治
体
国

際
化
協
会
）Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
も
、

参
加
者
た
ち
に
日
米
関
係
の
強

化
を
感
謝
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ

Ａ
Ｎ
Ｙ
（
Ｎ
Ｙ
同
窓
会
）
の
マ

ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
さ
ん
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ

て
、
和
や
か
な
立
食
会
が
行
わ

れ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
出
身
の
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
ク
レ
ス
ト
さ
ん
（
25
歳
）

は
福
岡
市
郊
外
で
１
年
間
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
務

め
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
に
参
加
す
る
前

は
映
画
製
作
会
社
で
働
い
て
い

た
。「
有
意
義
に
過
ご
し
た
１

年
間
を
も
と
に
、
今
は
作
家
と

し
て
出
発
し
て
い
る
」と
話
す
。

ジ
ュ
リ
ア
・
シ
ュ
ラ
ム
さ
ん
は

岐
阜
県
の
田
舎
で
数
学
を
教
え

た
。「
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス

が
好
き
だ
っ
た
が
、
帰
国
し
て

喧
騒
と
し
た
Ｎ
Ｙ
大
学
大
学
院

に
在
籍
。
将
来
は
数
学
の
教
師

に
な
る
つ
も
り
だ
」
と
語
る
。

　

デ
ボ
ラ
・
カ
ッ
ツ
さ
ん
は
す

で
に
教
鞭
を
と
っ
て
10
年
。
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学
で
学
士
号
を
、
Ｎ

Ｙ
市
立
大
学
で
特
別
教
育
の
修

士
号
を
取
っ
た
。「
日
本
の
生

徒
に
は
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
、
Ｎ
Ｙ

に
戻
っ
て
か
ら
は
日
本
の
生
徒

の
ま
じ
め
で
熱
心
に
勉
強
す

る
態
度
を
念
頭
に
お
い
て
い

る
」
と
話
し
た
。
リ
ー
ナ
・
サ

サ
キ
さ
ん
は
オ
ハ
イ
オ
大
学
卒

業
の
日
系
人
で
宮
城
県
の
亘
理

市
に
１
年
間
勤
務
。
有
意
義

な
１
年
を
過
ご
し
た
と
言
う
。

１
９
８
７
年
に
開
始
し
た
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
は
今
年
54
か

国
に
参
加
者
５
９
３
３
人
を
送

っ
て
い
る
。（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ

ニ
ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の

５
・
６
年
生
が
修
学
旅
行
を
実

施
し
、
９
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
２
泊
３
日
で
ボ
ス
ト
ン
を

訪
れ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
一

味
同
心
〜All one with 20 

hearts

〜
」。
仲
間
と
心
を
ひ

と
つ
に
し
な
が
ら
、
歴
史
と
文

化
、
そ
し
て
英
語
の
学
び
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

1
日
目
は
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

号
を
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
建
国
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
２
日

目
は
現
地
ガ
イ
ド
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
独
立
に
向
け
て
先
人
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か

詳
し
く
聞
き
、史
跡
を
巡
っ
た
。

フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
で
は
、

球
場
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
興
味
深
く
学
び
、
子
供
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
３
日
目
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
学
生
ガ
イ

ド
の
案
内
で
巡
り
、
大
学
の
歴

史
や
建
築
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
科
学
博
物
館
で
は
体

験
型
展
示
で
科
学
の
面
白
さ
に

触
れ
た
。
ど
の
場
所
で
も
子
供

た
ち
は
学
ぶ
意
欲
を
見
せ
、
出

会
っ
た
多
く
の
人
々
に
温
か
く

迎
え
ら
れ
た
。

米
国
の
歴
史
に
触
れ
る

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
が
修
学
旅
行

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）
は
13
日
、
恒

例
の
親
子
遠
足
を
開
催
し
た
。

年
中
・
年
長
の
児
童
お
よ
そ
40

人
と
そ
の
家
族
が
学
校
近
く
の

ヴ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ

ー
パ
ー
ク
に
集
ま
り
、
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
た
。

　

遠
足
の
最
初
に
原
田
教
頭

が
「
お
弁
当
箱
は
空
に
、
思
い

出
と
友
達
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

帰
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
、
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
は
元
気
い
っ

ぱ
い
に
一
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

ダ
ン
ス
や
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、

保
護
者
に
よ
る
フ
ー
プ
リ
レ
ー

な
ど
、
ゲ
ー
ム
が
目
白
押
し
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
。
特
に
綱
引
き
で
は
、

保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
も
力
い

っ
ぱ
い
綱
を
引
き
合
い
、
大
接

戦
が
繰
り
広
げ
た
。
幼
稚
園
児

と
は
い
え
、
競
技
に
臨
む
子
ど

も
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
真
剣
そ

の
も
の
。
ボ
ー
ル
運
び
や
プ
ー

ル
ヌ
ー
ド
ル
を
使
っ
た
「
台
風

の
目
」
で
は
、
親
子
が
息
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
、
元
気
な
声
援
が
会
場
に
響

き
渡
っ
た
。
お
弁
当
の
時
間
に

は
、
保
護
者
同
士
の
会
話
も
弾

み
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
広

が
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
共
に
見
守
る
仲
間
と
し
て
の

つ
な
が
り
が
育
ま
れ
て
い
く
様

子
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

約
束
ど
お
り
、
子
ど
も
た
ち

は
空
の
お
弁
当
箱
と
と
も
に
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
を
抱

え
、
新
し
い
友
達
に
「
ま
た
来

週
ね
」
と
手
を
振
り
合
い
な
が

ら
帰
路
に
つ
い
た
。
秋
空
の
下

で
親
子
と
仲
間
の
絆
を
深
め
る

一
日
と
な
っ
た
。

親子で楽しむ親子遠足　
ＮＪ補習授業校幼児部

お帰りなさい
JETの皆さん
日本クラブで歓迎会

http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
http://shidogakuin.com


（13）　　 ［教　育］ 2025年（令和 7年）9月 27日（土）

Ｑ　

現
在
中
学
１
年
の
息
子
は

小
学
３
年
生
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。
中
１
の
３
学
期
を
終
え
て

日
本
に
本
帰
国
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
立
中
高
一
貫
校

か
公
立
中
学
へ
編
入
す
る
か
で

迷
っ
て
い
ま
す
。
公
立
中
学
へ

編
入
す
る
と
高
校
受
験
は
難
し

い
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ　

日
本
人
学
校
に
通
わ
れ
て

い
る
と
の
事
で
し
た
ら
日
本
の

学
習
は
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私

立
中
学
、
公
立
中
学
ど
ち
ら
を

選
択
さ
れ
て
も
学
習
面
な
ど
大

き
な
変
化
に
戸
惑
わ
れ
る
こ
と

は
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

立
中
学
の
編
入
試
験
日
程
は
試

験
の
開
催
時
期
が
決
ま
っ
て
い

る
学
校
、
個
別
に
編
入
試
験
を

受
け
付
け
て
く
れ
る
学
校
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
試
験
内
容
に
つ

い
て
は
編
入
先
の
学
校
の
進
度

に
沿
っ
た
内
容
を
出
題
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

の
授
業
の
進
度
に
よ
っ
て
未
習

部
分
が
出
題
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
以
前
私
が
訪
問
し
た

学
校
に
は
、
配
布
可
能
な
編
入

試
験
の
過
去
問
の
用
意
が
あ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
志
望
さ
れ
る
学
校
に
問
い
合

わ
せ
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
ま
た
、
編
入
試
験
の
受

験
準
備
と
し
て
在
外
の
日
系
の

塾
、
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
対
応
し
て
く
れ
る
帰
国
生

向
け
の
塾
も
多
数
あ
り
ま
す
。

弊
会
発
行
の｢
帰
国
生
の
た
め

の
学
校
案
内｣
に
も
首
都
圏
版

と
な
り
ま
す
が
、
編
入
試
験
、

高
校
帰
国
生
入
試
に
つ
い
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

　

公
立
中
学
へ
の
編
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
転
居
先
の
市
区
町

村
の
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
、

学
区
内
の
中
学
へ
編
入
と
な
り

ま
す
。
公
立
中
学
を
選
択
し
た

場
合
に
高
校
受
験
が
難
し
い
の

で
は
と
ご
心
配
の
ご
様
子
で
す

が
、
中
２
か
ら
の
編
入
で
す
の

で
高
校
受
験
の
準
備
期
間
と
し

ま
し
て
は
十
分
あ
る
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
お
子
様
と
学
校
見

学
、
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
帰
国
生
が
多
く
在
籍
し
て

い
る
学
校
や
、
お
子
様
に
合
う

学
校
選
び
が
で
き
ま
す
。
行
き

た
い
高
校
が
み
つ
か
り
、
受
験

勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
我
が
家
の
場
合
で
す

が
、
長
男
の
高
校
受
験
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
帰
国
し
ま
し
た
。
次

男
は
中
２
か
ら
日
本
の
中
学
に

編
入
す
る
事
に
な
る
た
め
、
長

男
の
帰
国
入
試
準
備
と
並
行
し

て
次
男
の
中
学
探
し
も
始
め
ま

し
た
。
私
立
の
中
高
一
貫
校
の

編
入
も
考
え
ま
し
た
が
、
帰
国

先
が
赴
任
前
に
暮
ら
し
て
い
た

地
域
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次

男
の
希
望
し
た
公
立
中
学
へ
編

入
し
ま
し
た
。
中
学
に
編
入
し

て
か
ら
は
高
校
入
試
の
為
の
塾

に
通
い
、
部
活
も
中
３
の
引
退

ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
多
数
の
高
校
見
学
、
説
明

会
、部
活
体
験
な
ど
に
参
加
し
、

公
立
高
校
進
学
を
第
一
志
望
に

決
め
た
次
男
で
し
た
が
、
帰
国

生
入
試
の
出
願
条
件
が
海
外
在

住
期
間
２
年
以
上
４
年
未
満
で

帰
国
後
１
年
以
内
の
者
、
ま
た

は
在
住
期
間
４
年
以
上
で
帰
国

後
２
年
以
内
の
者
、
と
い
う
要

件
で
し
た
の
で
該
当
せ
ず
、
一

般
入
試
で
受
検
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
帰
国
生
入
試
の
出

願
資
格
は
私
立
高
校
、
公
立
高

校
、
各
学
校
で
異
な
り
ま
す
。

公
立
高
校
の
帰
国
生
入
試
は
都

府
県
で
出
願
条
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
確
認
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
お
子

様
の
場
合
、
海
外
で
の
在
学
期

間
が
連
続
し
て
５
年
に
な
り
ま

す
の
で
、
私
立
高
校
、
公
立
高

校
と
も
に
帰
国
生
入
試
出
願
資

格
に
該
当
す
る
学
校
が
多
数
あ

り
ま
す
。
多
く
の
学
校
が
国
・

数
・
英
３
教
科
に
加
え
面
接
や

作
文
と
い
っ
た
試
験
に
な
り
ま

す
。
私
立
の
帰
国
生
入
試
で
は

英
語
資
格
保
有
に
よ
り
、
英
語

試
験
に
加
点
が
あ
っ
た
り
、
優

遇
措
置
が
あ
る
学
校
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
準
備
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
保
護
者

様
、
お
子
様
の
ご
希
望
に
沿
う

編
入
先
が
み
つ
か
る
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 「
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生 

海
外
赴
任

サ
ポ
ー
ト
」
で
は
「
帰
国
生
の

た
め
の
学
校
案
内
」
を
毎
年
発

行
し
て
い
ま
す
。
帰
国
生
入
試

を
行
う
首
都
圏
の
学
校
を
訪
問

し
て
集
め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
入
試
・
編
入
情
報
な
ど

を
掲
載
、
帰
国
生
の
ご
家
庭
か

ら
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

本欄への相談は 
フレンズ帰国生海外赴任サポート
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生 海外赴任サポート        大橋章記子 相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：シンガポール（４年） 長男１歳～５歳、次男３歳まで。

ベルギー・ブラッセル（３年 ) 長男中１～中３、次男小５～中１ 

中学の編入学について

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
、

保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
お
弁

当
作
り
お
助
け
ク
ッ
キ
ン
グ
ク

ラ
ス
」
を
開
催
し
た
。
講
師
に

レ
イ
ン
美
子
さ
ん
を
迎
え
、
毎

日
の
お
弁
当
づ
く
り
を
少
し
で

も
楽
に
続
け
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
伝
授
し
て
も
ら
っ
た
。

　

お
弁
当
の
彩
り
5
色
、
詰
め

方
の
基
本
、
献
立
を
決
め
る
コ

ツ
、
お
弁
当
を
傷
ま
せ
な
い
コ

ツ
な
ど
を
中
心
に
話
が
進
ん

み
、
人
気
お
か
ず
の
ミ
ー
ト
ボ

ー
ル
や
ア
ジ
ア
風
に
ん
じ
ん
サ

ラ
ダ
等
の
作
り
方
を
学
ん
だ
。

最
後
は
お
か
ず
を
実
際
に
お
弁

当
箱
に
詰
め
る
作
業
を
し
た
。

出
来
上
が
る
と
同
じ
お
か
ず
を

使
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

出
て
、
み
ん
な
で
比
べ
な
が
ら

笑
い
が
あ
ふ
れ
た
。
ク
ラ
ス
で

は
、
日
頃
の
子
ど
も
の
食
事
の

悩
み
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
会
に
様
変
わ
り
。

兄
弟
姉
妹
の
い
る
人
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
と
て
も
有

意
義
な
楽
し
い
時
間
と
な
っ

た
。
今
後
も
こ
う
し
た
企
画
を

行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
保
護

者
が
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い

け
る
手
伝
い
に
な
れ
た
ら
と
願

っ
て
い
る
。

保
護
者
対
象

お
弁
当
教
室

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

　

ケ
ネ
デ
ィ
土
曜
日
本
人
学
校

の
小
学
2
年
生
ク
ラ
ス
は
9
月

13
日
、
社
会
科
見
学
で
紀
伊
國

屋
書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
を
訪

れ
た
。
普
段
、
お
客
さ
ん
と
し

て
本
屋
を
利
用
し
て
い
る
生
徒

達
が
、
お
店
で
働
く
人
の
視
点

に
立
ち
、
開
店
前
の
準
備
の
様

子
や
お
客
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
工
夫
な
ど
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
的
視
野
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　

店
長
に
開
店
前
の
店
内
を
特

別
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
レ
ジ

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
や
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
な
ど
、
普
段
は
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
場
所
も
見
学
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
店
長
は

生
徒
達
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。

「
一
番
売
れ
て
い
る
の
は
漫
画
」

「
日
本
語
の
本
が
5
万
冊
販
売

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
知
り
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
驚
き
の
声

が
あ
が
っ
た
。
学
校
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
見
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
振
り
返
り
「
な
ぜ
そ
の
仕
事

が
必
要
な
の
か
」「
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
点
に
注
目
し
な
が
ら

ま
と
め
学
習
を
行
っ
た
。
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
、
本
や
本
屋
の

仕
事
へ
の
関
心
を
広
げ
る
大
切

な
時
間
と
な
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
土
曜
日
本
人
学
校

紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
店
へ

日本文化スピーチ
コンテスト開催
カイル・フラーさん優勝

　

今
年
で
3
回
目
と
な
る
ワ

ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
ア
ワ

ー
ド
Ｎ
Ｙ
（ONE STORY 

AW
ARD NY

）
の
学
生
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

が
20
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
リ
プ
レ
イ
・

グ
リ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
で
実
施
さ

れ
、
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
日

本
語
を
学
ぶ
カ
イ
ル
・
フ
ラ
ー

さ
ん
（
39
）
が
日
本
食
や
ア
ニ

メ
な
ど
で
親
し
み
の
あ
る
日
本

文
化
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
て

優
勝
し
、
日
本
行
き
航
空
券

を
手
に
し
た
。
主
催
・Mina 

Corporation

（
長
久
保
美
奈
）、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・Mar 

Creation

（
河
野
洋
）、
共
催
・　

JAPAN AW
ARD

（
鶴
田
一
磨
）

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=H84UDfEqY0a7VlTWRnEwlSooS9eWm41FiTqYq-kYxNNUMTIzS1JQRFM4UjFESUZZVVBEQTk3VjBHSC4u&route=shorturl
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2025は、米国東部時間2025年1月1日12:00AMから2025年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2026年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作
品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書
類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2025　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

樹
々
揺
ら
し
水
面
渡
り
て
語
り
来
る　

市
川
泰
子 

Ｍ
Ａ
州

八
月
の
雨
に
打
た
れ
し
遊
園
地

紫
野
雅
子 

Ａ
Ｚ
州

待
ち
合
わ
せ
ラ
テ
の
香
り
も
秋
め
い
て

ア
ッ
ト
は
る
み 

Ｔ
Ｘ
州

灼
熱
に
ブ
ウ
ゲ
ン
ビ
リ
ア
冴
え
て
咲
く　

ギ
ル
モ
ア
香
世 

Ｐ
Ａ
州

灯
篭
の
ピ
ー
ス
の
文
字
の
薄
れ
ゆ
く　斉

藤
照
枝 

Ｎ
Ｙ
州

は
ぐ
れ
鳥
ひ
と
声
高
く
雲
の
峰　

大
沼
順
子 
Ｎ
Ｙ
州

さ
か
あ
が
り
出
来
て
見
上
げ
る
鰯
雲　

島
崎
志
津
香 

Ｎ
Ｊ
州

い
わ
か
げ
に 

び
っ
く
り
か
え
る 

か
く
れ
ん
ぼ　

梶
村
真
里 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

水
し
ぶ
き 

虹
も
か
か
る
よ 

ナ
イ
ア
ガ
ラ

中
沢
采
葉 

Ｎ
Ｊ
州　

（ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４　

９
歳
）

カ
ラ
ン
コ
ロ
ン 

水
筒
の
中
で 

鳴
る
氷 

小
島
彩
晴 

Ｎ
Ｊ
州

（ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
7
年　

12
歳
）

青
き
海 

ひ
め
ゆ
り
の
影 

う
つ
す
夏　

フ
リ
ー
マ
ン
明
依 

Ｔ
Ｘ
州

（サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
６　

11
歳
）

せ
み
し
ぐ
れ 

思
い
を
運
ぶ 

千
羽
鶴　

ミ
ラ
ー
芹
奈 

Ｎ
Ｊ
州

（プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３　

14
歳
）

金
木
犀 

い
つ
も
の
道
が 

祖
母
の
庭宮

木 

和 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３　

17 

歳
）

夏
蝉
や 

平
和
の
鐘
と 

鳴
り
響
く今

村
暢
甫 

Ｐ
Ａ
州

（フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１　

15
歳
）

� rst dimples
a red dragon� y rests
on her � ngertip

─Richard L. Matta, CA

ship in a bottle
a spider rigs
the horizon
─Edward Cody Huddleston, GA

center � eld
deserted at dusk
crow hops

─John Savoie, IL

morning mist
a monarch
slips its chrysalis

─Ruth Holzer, VA
 
the dew point
of an exhale
mountain rain
─Kelly Sauvage Moyer, NC

june bugs
on the porch
grandfather singing hymns

─Wilda Morris, IL

「8月選考通過作品」
　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の8月分の応募を締め切り、厳

正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い
たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き9月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
9 8/31/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25

10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

9 9/1/25 10/7/25 10/8/25 7 7 7
10 10/1/25 11/7/25 11/10/25 7 7 7

2025年（令和 7年）9月 27日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

autumn’s edge a ripple of nameless stars
─John Pappas, MA

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）9月 27日（土 )
　

ア
メ
リ
カ
の
夏
休
み
。
そ

れ
は
、
僕
に
と
っ
て
こ
れ
ま

で
の
も
の
と
は
全
く
異
な
る

も
の
だ
っ
た
。
ま
ず
、
夏
休

み
の
長
さ
が
全
然
違
っ
た
。

日
本
の
休
み
は
約
四
週
間
か

ら
部
活
や
補
習
授
業
を
差
し

引
く
と
、
実
質
一
週
間
程
度

し
か
な
い
。
さ
ら
に
、
学
校

か
ら
山
の
よ
う
な
宿
題
が
出

さ
れ
る
の
で
、
休
み
と
い
え

ど
も
休
み
に
あ
ら
ず
、
と
い

え
る
。

　

僕
は
四
月
に
ア
メ
リ
カ
に

や
っ
て
き
た
ば
か
り
だ
。
そ

の
た
め
、
夏
休
み
は
観
光
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

胸
を
躍
ら
せ
た
の
も
束
の
間
、

僕
の
親
は
超
が
つ
く
ほ
ど
の

出
不
精
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

僕
が
ど
ん
な
に
観
光
し
た
く

て
も
、
な
か
な
か
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
超
出
不
精
な
僕

の
親
は
、
僕
を
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
に
一
週
間
入
れ
て
く
れ

た
。
そ
れ
は
、
様
々
な
国
か

ら
や
っ
て
き
た
留
学
生
た
ち

と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
名
所

を
巡
り
な
が
ら
英
語
も
勉
強

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
僕
は

楽
し
み
な
反
面
心
配
も
あ
っ

た
。
果
た
し
て
、
初
対
面
の

外
国
人
と
仲
良
く
な
れ
る
か
。

不
安
も
抱
え
な
が
ら
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
迎
え
た
。

　

初
日
。
僕
は
こ
れ
か
ら
一

週
間
寝
泊
ま
り
す
る
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
寮
に
入
っ
た
。
寮

は
、
綺
麗
、
と
は
言
い
難
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
一

週
間
、
僕
は
ト
イ
レ
を
使
っ

た
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り

す
る
た
び
に
結
構
苦
労
す
る

こ
と
に
な
る
。
入
寮
し
て
、

し
ば
ら
く
部
屋
で
待
っ
て
い

る
と
、
誰
か
が
や
っ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ
て
き
た

留
学
生
の
ヘ
ン
リ
ー
で
あ
る
。

彼
と
は
、
こ
れ
か
ら
一
週
間

共
に
寝
泊
ま
り
す
る
。
僕
は

緊
張
し
な
が
ら
も
、
ヘ
ン
リ

ー
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
そ

し
て
、
僕
は
ヘ
ン
リ
ー
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何
と

か
一
夜
を
過
ご
し
た
。

　

二
日
目
。
今
日
か
ら
本
格

的
に
観
光
が
始
ま
る
。
僕
は
、

ヘ
ン
リ
ー
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

の
留
学
生
を
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
一
人
が
、
ル
イ

ス
だ
。
僕
は
、
ル
イ
ス
と
は

同
じ
班
に
な
り
、
す
ぐ
に
仲

良
く
な
れ
た
。
こ
の
日
、
僕

ら
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

行
っ
た
。
高
層
ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
中
で
、
こ
こ
だ
け
自
然

で
溢
れ
て
い
て
、
何
だ
か
不

思
議
な
感
覚
が
し
た
。
ま
た
、

そ
こ
は
途
轍
も
な
く
広
か
っ

た
の
で
、
帰
る
こ
ろ
に
は
脚

が
棒
に
な
っ
て
い
た
。

　

三
日
目
。
こ
の
日
は
ま
ず
、

サ
ミ
ッ
ト
に
行
っ
た
。
こ
の

ビ
ル
は
超
高
層
で
、
ま
さ
に

一
望
千
里
の
眺
め
だ
っ
た
。

ま
た
、
部
屋
全
体
が
ガ
ラ
ス

や
鏡
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
あ
た
か
も

空
間
が
無
限
に
続
い
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
次
に
、
僕
ら

は
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
行

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
は
夏
休
み
に
、
み
や

ざ
わ
け
ん
じ
さ
ん
が
書
い
た

「
ぎ
ん
が
て
つ
ど
う
の
よ
る
」

を
読
み
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
す
ご
す
、
は
じ
め
て
の
長

い
夏
休
み
に
、
な
に
を
読
も

う
か
考
え
て
い
た
と
き
、
お

と
う
さ
ん
が
こ
の
本
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ほ

し
が
す
き
で
、
日
本
で
「
ぎ

ん
が
て
つ
ど
う
の
よ
る
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
げ
ん
さ
く

は
、
す
こ
し
む
ず
か
し
い
お

話
な
の
で
、
小
学
生
む
け
に
、

や
さ
し
い
言
ば
で
書
か
れ
た

本
を
読
み
ま
し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
ジ
ョ
バ
ン

ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ラ
と
い
う
男

の
子
が
出
て
き
ま
す
。
二
人

は
あ
る
よ
る
、
ほ
し
空
を
は

し
る
ふ
し
ぎ
な
れ
っ
車
に
の

っ
て
、
た
び
を
し
ま
す
。
れ

っ
車
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い
な
が
ら
、
し
あ

わ
せ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

か
な
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
ゆ
め
の
せ
か
い
の
よ

う
な
お
話
で
す
。

　

ぼ
く
が
一
ば
ん
こ
こ
ろ
に

の
こ
っ
た
の
は
、
れ
っ
車
の

中
で
出
会
っ
た
女
の
子
が
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ラ

に
話
し
た
、
サ
ソ
リ
の
火
の

お
話
で
す
。
サ
ソ
リ
は
、
い

ど
の
中
で
お
ぼ
れ
て
し
ん
で

し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、

「
ほ
ん
と
う
の
み
ん
な
の
し
あ

　

あ
る
日
、
あ
る
い
て
い
る

と
、
大
き
な
た
ま
ご
が
お
ち

て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
そ
の
た
ま
ご
を

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
お
い

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
た
ま

ご
に
ひ
び
が
は
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
ぎ
の
朝
に
は

た
ま
ご
が
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
き
上
が
っ
て
、
へ
や
一
面

を
見
わ
た
す
と
、
大
き
な
顔

だ
け
が
見
え
る
、
と
う
め
い

な
サ
イ
が
ソ
フ
ァ
ー
に
す
わ

っ
て
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま

し
た
。
そ
の
テ
レ
ビ
は
、
ど

う
物
園
の
サ
イ
が
う
つ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

サ
イ
く
ん
は
、「
体
に
色
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
。」
と
言
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、

サ
イ
く
ん
の
体
に
グ
レ
ー
の

ペ
ン
キ
を
ぬ
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。
サ
イ
く
ん
は
、「
イ
ャ
ー

ー
ホ
」
と
言
っ
て
よ
ろ
こ
ん

で
、
そ
の
上
サ
イ
く
ん
は
、

色
が
好
き
に
な
っ
て
絵
を
描

く
サ
イ
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
、
絵
の
ぐ
を
買
い
に
行
っ

て
、
ど
う
物
園
で
絵
を
描
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
し

ま
い
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
２
年
）

　
　

□　
　

□　
　

□

 

「
ぎ
ん
が
て
つ
ど
う
の
よ
る
を
読
ん
で
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
ま
さ
た
か

わ
せ
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
虫

を
食
べ
て
生
き
て
き
た
サ
ソ

リ
な
の
に
、
ど
う
し
て
イ
タ

チ
の
え
さ
に
な
ら
ず
に
、
い

ど
に
お
ち
て
お
ぼ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
イ
タ
チ

か
ら
に
げ
た
こ
と
を
後
か
い

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
じ
ぶ
ん

の
か
ら
だ
を
み
ん
な
の
た
め

に
つ
か
っ
て
ほ
し
い
と
、
か

み
さ
ま
に
お
ね
が
い
を
し
ま

す
。
す
る
と
い
つ
の
ま
に
か
、

サ
ソ
リ
は
ま
っ
赤
な
火
に
な

っ
て
、
も
え
て
、
よ
る
の
や

み
を
て
ら
す
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

す
こ
し
む
ず
か
し
い
な
と

思
っ
た
の
で
、
お
か
あ
さ
ん

に
、「
ほ
ん
と
う
の
み
ん
な
の

し
あ
わ
せ
」
に
つ
い
て
、
聞

い
て
み
ま
し
た
。
お
か
あ
さ

ん
は
、
ほ
ん
と
う
の
み
ん
な

の
し
あ
わ
せ
は
、
じ
ぶ
ん
の

し
あ
わ
せ
だ
け
で
は
な
く
て
、

ほ
か
の
人
の
し
あ
わ
せ
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
た
り
、
ほ
か

の
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
気

も
ち
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
も
、
じ
ぶ
ん
の
し
あ
わ

せ
だ
け
で
は
な
く
て
、
み
ん

な
の
し
あ
わ
せ
を
考
え
て
、

う
ご
け
る
人
に
な
り
た
い
な
、

と
思
い
ま
し
た
。
学
校
で
こ

ま
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
い
た

ら
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
あ

げ
た
い
し
、
み
ん
な
の
し
あ

わ
せ
は
、
じ
ぶ
ん
の
し
あ
わ

せ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
、

気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
こ
の
本
で
と
く
に

す
き
な
と
こ
ろ
は
、
ジ
ョ
バ

ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ラ
が
、
お

た
が
い
を
大
切
に
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
、
読
ん
で
い
る

と
ま
る
で
い
っ
し
ょ
に
た
び

を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
ら
べ
て
み
る
と
、「
ぎ
ん

が
て
つ
ど
う
の
よ
る
」
は
、

え
い
ご
で
書
か
れ
た
本
や
、

子
ど
も
む
け
の
え
い
ご
の
ま

ん
が
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日

本
人
の
友
だ
ち
だ
け
で
は
な

く
、
が
い
国
人
の
ぼ
く
の
し

ん
友
に
も
、
い
つ
か
読
ん
で

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
10
か
月
）

「
ア
メ
リ
カ
の
夏
休
み
体
験
記
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
琉
希
　

　

七
日
目
。
と
う
と
う
最
終
日

だ
。
こ
の
日
は
リ
バ
テ
ィ
島
に

行
っ
た
。
が
、
そ
の
前
に
ヘ
ン

リ
ー
と
お
別
れ
を
し
た
。
彼
が

い
な
か
っ
た
ら
、
寮
生
活
も
乗

り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、
ル
イ
ス
と
も
友
達
に
な
れ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
僕
は
ル
イ

ス
と
リ
バ
テ
ィ
島
を
回
っ
た
。

ル
イ
ス
に
よ
る
と
、
リ
バ
テ
ィ

島
に
は
た
く
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス

人
観
光
客
が
い
た
ら
し
い
。
ち

な
み
に
、
そ
こ
で
僕
は
自
由
の

女
神
像
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
贈

り
物
だ
と
初
め
て
知
っ
た
。
僕

は
、
こ
の
日
の
こ
と
を
、
こ
の

充
実
し
た
一
週
間
の
こ
と
を
忘

れ
な
い
た
め
に
、
自
由
の
女
神

像
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
買
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
僕
は
ル
イ
ス
と
も

お
別
れ
を
し
た
。
彼
ら
の
お
か

げ
で
、
こ
の
一
週
間
の
観
光
は

僕
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
く
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ

た
の
だ
。ヘ
ン
リ
ー
と
ル
イ
ス
、

そ
し
て
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
経

験
を
僕
に
さ
せ
て
く
れ
た
超
出

不
精
な
僕
の
親
へ
。
こ
こ
で
改

め
て
感
謝
を
伝
え
た
い
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

   （
滞
米
９
か
月
）

っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
と
ル
イ
ス

は
、
特
に
行
き
た
い
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
の
で
、
僕
は
こ

っ
そ
り
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

の
い
い
店
を
探
し
て
、
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
に
行
く
こ
と
に
し

た
。
そ
こ
で
パ
イ
ン
ア
ッ
プ

ル
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
買
っ
た

の
だ
が
、
値
段
は
ち
ょ
っ
と

高
い
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
で
生
き
て
き

た
僕
に
と
っ
て
、
こ
の
物
価

の
高
さ
は
受
け
入
れ
難
い
も

の
だ
っ
た
が
、
寮
に
帰
っ
て

食
べ
て
み
る
と
、
予
想
の

七
十
倍
濃
厚
で
、
一
夜
で
は

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

四
日
目
。
こ
の
日
は
ビ
ー

ス
ト
と
い
う
超
高
速
ボ
ー
ト

に
乗
っ
た
。
こ
の
ボ
ー
ト
に

乗
る
と
、
自
由
の
女
神
像
の

近
く
ま
で
行
け
る
の
だ
。
幸

い
、
中
心
に
近
い
席
だ
っ
た

が
、か
な
り
濡
れ
た
。
何
故
か
、

ビ
ー
ス
ト
の
ク
ル
ー
に
水
鉄

砲
で
撃
た
れ
た
の
だ
。
僕
だ

け
で
は
な
い
。
九
割
以
上
の

人
が
撃
た
れ
て
い
た
。
ち
な

み
に
、
僕
の
隣
に
小
学
生
く

ら
い
の
子
供
が
乗
っ
て
い
た

の
だ
が
、
そ
の
子
は
ク
ル
ー

に
自
分
に
も
撃
っ
て
く
れ
、

と
何
度
も
懇
願
し
て
い
た
。

　

五
日
目
。
こ
の
日
は
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
行
っ

た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
あ
り

そ
う
な
遺
品
や
美
術
の
授
業

で
習
っ
た
よ
う
な
像
や
絵
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
あ
ま
り

の
広
さ
で
、
僕
は
完
全
に
ば

て
て
し
ま
い
、
見
た
か
っ
た

「
蛇
使
い
の
女
」
を
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
は
、

も
し
こ
れ
ら
の
品
を
壊
し
で

も
し
た
ら
、
一
生
働
い
て
も

返
せ
な
い
よ
ね
、
と
言
っ
て

い
た
。
僕
は
、
ヘ
ン
リ
ー
と

一
緒
に
回
っ
て
い
た
、
と
い

う
よ
り
は
迷
子
に
な
っ
て
い

た
。
何
と
か
出
口
は
見
つ
け

た
が
、
道
中
何
故
か
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
人
を
一
度
も
見

る
こ
と
は
無
か
っ
た
た
め
、

僕
ら
は
別
の
次
元
の
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。

　

六
日
目
。
こ
の
日
は
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
に
行
っ
た
。

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が

巨
大
な
プ
ー
ル
に
な
っ
て
い

た
。
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が

い
か
に
大
規
模
で
悲
惨
な
も

の
だ
っ
た
の
か
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
だ
っ

た
。

「たまごを見つけたお話」
　　　　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつ田　はるき

「
犬
と
猫
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
野
　
あ
か
り
　

　

わ
た
し
は
、
ね
こ
が
す
き

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

ね
こ
の
方
が
犬
よ
り
も
か
わ

い
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
ね

こ
の
方
が
お
世
話
を
し
や
す

い
で
す
。
犬
は
毎
日
さ
ん
ぽ

に
つ
れ
て
行
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
が
、
ね
こ
は
さ
ん
ぽ

を
し
な
く
て
い
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
３
匹
ね
こ
を
飼

っ
て
い
ま
す
。
白
色
、
茶
色

の
ね
こ
た
ち
で
す
。
こ
の
子

た
ち
は
と
っ
て
も
か
わ
い
い

で
す
。
と
き
ど
き
、
く
し
ゃ

み
を
す
る
け
ど
、
そ
れ
も
と

っ
て
も
か
わ
い
い
で
す
。
ね

こ
を
さ
わ
る
と
、
毛
が
も
ふ

も
ふ
し
て
い
て
、
さ
ら
さ
ら

し
て
い
て
気
持
ち
が
い
い
で

す
。

　

で
も
犬
の
方
が
い
い
よ
、

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
で
も

ね
こ
は
、
犬
よ
り
も
お
世
話

が
か
ん
た
ん
で
す
。
ね
こ
は

一
人
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
や
っ

ぱ
り
ね
こ
が
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　

 　
（
滞
米
７
年
）

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
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建
国
の
父
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
居
住
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ハ
ー
レ
ム
の
西
部
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
ハ

イ
ツ
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
歴
史
に
ち
な
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
沢
山
残
っ
て
い
る
。
１
９
２
０
年
代
に
は
ハ
ー
レ
ム
・

ル
ネ
サ
ン
ス
の
中
心
地
と
し
て
数
々
の
文
学
、
音
楽
、
ア

ー
ト
、
思
想
を
輩
出
。
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
傑
作
と
し

て
知
ら
れ
る
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
筆
頭

に
20
世
紀
初
頭
の
著
名
な
建
築
物
が
数
々
残
る
特
別
な
エ

リ
ア
で
あ
る
。

　

だ
が
１
９
３
０
年
に
起
き
た
世
界
大
恐
慌
は
こ
の
エ
リ

ア
を
不
穏
な
も
の
に
変
え
て
し
ま
う
。
市
の
財
政
が
安
定

せ
ず
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
大
家
に
よ
っ
て
維
持
が
放
棄
さ

れ
た
建
物
が
目
立
ち
は
じ
め
る
。
そ
し
て
監
視
す
る
も
の

を
も
た
な
い
そ
れ
ら
は
様
々
な
犯
罪
の
温
床
へ
と
変
化
す

る
。
状
況
は
悪
化
し
て
い
く
中
、
１
９
９
０
年
代
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
が
こ
の
エ
リ
ア
の
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
予
算
を
投
与
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
こ
の
エ
リ
ア
は

息
を
吹
き
返
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
現
在
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
ハ
イ
ツ
に
は
穏
や
か
な
空

気
が
流
れ
て
い
る
。
安
全
で
住
み
や
す
い
街
に
な
っ
た
。

シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
前
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
行
き

来
す
る
周
囲
の
学
生
達
が
こ
の
街
に
良
い
リ
ズ
ム
と
ヴ
ァ

イ
ブ
を
与
え
て
い
る
。

　

コ
ン
ベ
ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
に
咲
く
桜
は
こ
の
街

に
起
き
た
変
化
を
見
続
け
て
き
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
ハ
イ
ツ

は
長
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
、
静
か
に
２
度
目
の
ル
ネ
サ
ン

ス
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
駅
か
ら
徒
歩
3
分
、
１
４
３
ス
ト
リ

ー
ト
の
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
。
天
井
が
高
く
広
々
と
し

た
リ
ビ
ン
グ
が
印
象
的
な
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
家
賃
は

３
３
９
５
ド
ル
。
収
納
も
充
実
し
レ
イ
ア
ウ
ト
は
学
生
の

シ
ェ
ア
や
カ
ッ
プ
ル
に
最
適
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ

メ
ー
ルhiroshi@amorealty.com      

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ａ
Ｍ
Ｏ
不
動
産
）

ハミルトン・ハイツに起きた２度目のルネサンス

　

ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館

（
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス

ト
２
０
０
番
地
）
は
今
秋
、
人

気
の
宿
泊
企
画
「
ア
・
ナ
イ

ト
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
：
ザ
・
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
５
年

ぶ
り
に
開
催
す
る
。
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
映
画
『
ナ
イ
ト 

ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
』
を
き
っ
か
け
に

２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
。
対

象
は
６
歳
か
ら
12
歳
の
子
供
と

大
人
の
同
伴
者
で
、
懐
中
電
灯

を
手
に
巨
大
な
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
が
待
つ
化
石
ホ
ー
ル
を
ツ

ア
ー
し
、
新
設
ギ
ル
ダ
ー
・
セ

ン
タ
ー
で
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ

ン
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が

り
、
ア
フ
リ
カ
の
哺
乳
類
が
集

ま
る
エ
イ
ク
リ
ー
・
ホ
ー
ル
や

夜
行
性
昆
虫
が
活
発
に
な
る
昆

虫
ホ
ー
ル
を
各
自
で
探
検
し
、

長
さ
94
フ
ィ
ー
ト
の
シ
ロ
ナ
ガ

ス
ク
ジ
ラ
の
下
で
ベ
ッ
ド
タ
イ

ム
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
き
眠
り
に

つ
く
。
シ
ョ
ー
ン
・
デ
ィ
ケ
ー

タ
ー
同
館
長
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
「
一
生
の
家
族
の

思
い
出
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
伝

え
て
い
る
。

　

初
日
は
10
月
24
日
（
金
）、

参
加
費
は
１
人
２
２
５
ド
ル

で
、
記
念
品
、
ス
ナ
ッ
ク
と
軽

い
朝
食
、
将
来
の
来
館
時
の
サ

ー
ビ
ス
券
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

有
料
で
夕
食
も
事
前
予
約
で
き

る
。
６
歳
以
下
は
参
加
不
可
。

チ
ケ
ッ
ト
は
会
員
が
９
月
30

日
、
一
般
は
10
月
７
日
か
ら
購

入
で
き
る
。
詳
細
はhttps://

www.amnh.org/plan-your-
visit/sleepovers

を
参
照
。

Photo courtesy: Daniel Kim/AMNH Blue Whale at the 
American Museum of Natural History

米国自然史博物館
宿泊ツアーを開催

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
５
年
ぶ
り
復
活

初
日
の
開
催
は
10
月
24
日

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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https://www.amnh.org/plan-your-visit/sleepovers
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https://www.amnh.org/plan-your-visit/sleepovers
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私
に
は
心
の
故
郷
と
呼
べ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
鎌
倉
だ
。
決

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
だ
が
、
何
故
か
い
つ
も

懐
か
し
さ
を
覚
え
る
。
30
数
年

前
に
渡
米
が
決
ま
っ
た
こ
と
の

報
告
と
安
全
祈
願
に
わ
ざ
わ
ざ

訪
れ
た
神
社
は
鶴
岡
八
幡
宮
で

あ
っ
た
。
日
本
滞
在
の
唯
一
の

日
曜
日
で
あ
る
今
日
、
ア
メ
リ

カ
生
活
の
報
告
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
た
め
に
再
び
鶴
岡
八
幡

宮
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
勿
論

我
が
心
の
故
郷
鎌
倉
の
お
決
ま

り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
回
っ
て
こ
よ

う
。

　

昨
夜
、
築
地
で
遅
く
ま
で
友

人
と
過
ご
し
て
深
夜
帰
宅
し
て

い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
差

で
朝
５
時
に
目
が
覚
め
て
し
ま

っ
た
。
気
が
は
や
っ
て
早
速
家

を
飛
び
出
し
、
電
車
を
乗
り
継

い
で
早
朝
７
時
に
は
鎌
倉
駅
の

カ
フ
ェ
で
朝
食
を
食
べ
て
い

た
。
そ
れ
が
美
味
い
！
日
本
は

パ
ン
が
美
味
し
く
、
と
い
う
か

何
も
か
も
美
味
し
い
。

　

さ
て
、
い
つ
も
の
ル
ー
テ
ィ

ン
が
あ
る
の
だ
が
、
今
日
は
新

し
い
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
み
よ
う

と
、
バ
ス
に
乗
っ
て
報
国
寺
の

竹
林
を
観
る
こ
と
に
し
た
。
鎌

倉
は
駅
が
小
さ
く
て
東
京
と
は

異
な
る
風
情
が
あ
る
。
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
で
探
し
当
て
た
小
さ

な
お
寺
の
開
館
は
９
時
、
私
の

到
着
時
間
は
７
時
半
で
あ
っ
た

（
笑
）。
こ
り
ゃ
ま
い
っ
た
。
が
、

近
く
を
散
策
。
こ
こ
に
は
人
一

人
し
か
通
れ
な
い
路
地
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ま
た
面
白
い
。
８
時

半
に
は
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。

ア
ル
ザ
ス
か
ら
来
た
と
い
う
ド

イ
ツ
人
女
性
と
話
が
盛
り
上
が

っ
た
。

　

こ
の
寺
の
造
り
は
京
都
の
山

寺
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
、
竹

林
は
素
晴
ら
し
い
の
一
言
。
竹

を
見
な
が
ら
の
お
抹
茶
は
最
高

の
一
服
で
あ
っ
た
。
立
派
な
緑

色
の
竹
、
時
お
り
見
つ
け
る
タ

ケ
ノ
コ
、
苔
む
し
た
地
蔵
様
、

全
て
が
絵
に
な
り
写
真
を
撮
り

ま
く
っ
た
。

　

見
終
わ
っ
て
出
て
く
る
と
ま

だ
朝
と
い
う
の
に
気
温
は
30
度

を
超
え
て
い
て
、
灼
熱
の
元
、

バ
ス
を
待
つ
。
鶴
岡
八
幡
宮
ま

で
便
利
に
バ
ス
で
行
き
、
そ
こ

か
ら
参
道
を
登
る
。
寺
と
は
異

な
る
神
道
の
神
秘
さ
が
、
た
と

え
人
が
溢
れ
よ
う
と
そ
こ
に
は

あ
る
。

　

源
実
朝
の
暗
殺
を
目
撃
し
た

大
銀
杏
は
い
つ
の
間
に
か
台
風

で
無
く
な
っ
て
い
た
が
、
新
し

い
若
い
銀
杏
が
植
っ
て
い
た
。

新
し
い
歴
史
を
刻
む
の
だ
ろ

う
。
夥
し
い
数
の
絵
馬
が
掛
け

て
あ
る
。
人
々
の
願
い
の
強
さ

を
物
語
る
。
階
段
の
上
か
ら
海

を
見
て
み
た
。絶
景
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
私
が
世
界
で
一
番
好

き
な
電
車
、
江
ノ
電
に
乗
る
時

が
来
た
。
が
、
こ
の
人
の
多
さ

は
ど
う
だ
。
ま
る
で
ピ
ー
ク
時

の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
だ
。
先
ほ

ど
の
ド
イ
ツ
人
女
性
と
話
し
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
こ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
駅
乗
っ

た
和
田
塚
駅
に
な
ん
と
も
言
え

な
い
情
緒
の
甘
味
処
が
あ
る

が
、
一
人
で
入
る
の
は
抵
抗
が

あ
る
の
で
、
飛
ば
し
て
長
谷
ま

で
乗
っ
た
。
そ
う
、
大
仏
で
あ

る
。
も
う
何
回
も
見
て
き
た
大

仏
を
わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
払
っ
て

ま
で
見
た
い
と
思
う
の
は
不
思

議
だ
が
、
な
ぜ
か
こ
れ
を
見
な

い
と
気
が
済
ま
な
い
。
随
分
と

人
混
み
で
大
変
な
道
を
歩
い
て

大
仏
に
向
か
う
。
そ
う
だ
、
こ

こ
で
は
シ
ラ
ス
を
食
べ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
と
な
る
と
、
ま

だ
昼
に
は
早
い
が
店
が
混
む
前

に
食
べ
て
お
く
の
が
得
策
で
あ

ろ
う
。
参
道
に
あ
る
小
さ
な
お

店
に
入
っ
て
シ
ラ
ス
定
食
を
平

げ
た
。
美
味
い
。

　

大
仏
は
変
わ
ら
な
い
。
30
年

前
と
変
わ
ら
な
い
だ
け
で
は
な

い
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
時
代
か
ら

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
最

も
昔
は
大
仏
殿
が
あ
っ
た
が
、

何
回
作
っ
て
も
台
風
で
吹
き
飛

ば
さ
れ
る
の
で
結
局
今
日
の
野

晒
し
の
景
色
に
な
っ
た
と
か
。

敗
戦
時
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
敷
か
れ
た

時
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
パ
イ

プ
を
加
え
て
こ
の
大
仏
の
前
で

撮
っ
た
写
真
に
は
イ
ン
パ
ク
ト

を
感
じ
た
。
昔
は
20
円
、
今
は

50
円
で
大
仏
の
中
に
入
れ
て
も

ら
え
た
。

　

さ
て
、
次
は
長
谷
か
ら
一
駅

で
極
楽
寺
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

鎌
倉
有
数
の
切
り
通
し
が
あ

る
。
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
に
作

ら
れ
た
鎌
倉
幕
府
は
周
り
か
ら

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
重
機
も

な
い
そ
の
時
代
に
切
り
通
し
を

作
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
こ
こ
。

現
代
に
な
っ
て
江
ノ
電
を
通
す

時
に
も
こ
こ
に
た
っ
た
一
両
だ

け
通
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ

た
。
ま
た
、
こ
こ
極
楽
寺
は
メ

デ
ィ
ア
の
露
出
度
が
高
い
。
僅

か
ば
か
り
交
流
を
い
た
だ
い
て

い
る
、
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
の

「
菜
」
に
、
こ
こ
の
街
と
極
楽

寺
の
隣
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
の
店

が
出
て
く
る
。
店
は
な
ん
と
今

も
健
在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
山

で
あ
り
な
が
ら
海
沿
い
の
街
で

ハ
ワ
イ
と
は
共
通
項
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
ま
た
、
カ
ン
ヌ
映
画

祭
に
も
出
品
さ
れ
た
映
画
「
海

街
ダ
イ
ア
リ
ー
」
で
は
、
こ
の

極
楽
寺
駅
（
小
さ
く
て
な
ん
と

い
う
風
情
な
こ
と
か
）
と
切
り

通
し
が
出
て
く
る
。
私
は
そ
れ

ら
の
メ
デ
ィ
ア
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
猛
暑
の
中
紫
陽
花
寺
こ

と
明
月
院
の
階
段
を
登
る
。
明

月
院
入
り
口
か
ら
望
む
風
景
は

ど
う
だ
。
お
そ
ら
く
私
的
に
こ

こ
が
鎌
倉
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
切
り
通

し
の
向
こ
う
に
七
里
ヶ
浜
の
海

が
見
え
る
の
だ
。
寺
に
は
入
ら

ず
に
（
笑
）、
そ
の
ま
ま
階
段

を
降
り
、
切
り
通
し
に
し
た
が

っ
て
海
ま
で
降
り
る
。
降
り
切

る
と
そ
こ
に
は
星
の
井
が
あ

り
、
こ
れ
も
ま
た
、
わ
た
せ
せ

い
ぞ
う
の
描
い
た
力
餅
屋
が
あ

る
。
そ
し
て
、
海
が
開
け
る
。

道
中
に
は
シ
ラ
ス
を
上
げ
る
漁

師
が
い
る
。

　

そ
の
ま
ま
長
谷
駅
に
戻
っ
て

今
度
は
鎌
倉
高
校
前
ま
で
。
こ

こ
は
駅
そ
の
も
の
に
情
緒
が
あ

る
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
て
、
そ
の

昔
ひ
っ
そ
り
と
隣
の
カ
フ
ェ

「Brighton
」
で
過
ご
し
た
鎌

倉
高
校
前
は
消
え
て
い
た
。

　

が
、
鎌
倉
の
魅
力
は
今
も
健

在
で
あ
る
。
次
回
東
京
に
来
て

時
間
が
あ
れ
ば
、
ま
た
絶
対
に

来
る
と
思
う
。
変
わ
っ
て
い
く

も
の
の
無
情
さ
と
変
わ
ら
な
い

も
の
の
美
し
さ
、
私
は
こ
の
鎌

倉
に
魅
了
さ
れ
っ
ぱ
な
し
だ
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
わ
り
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
東
京
・
鎌
倉
旅
日
記

後
編
　
鎌
倉

　

あ
っ
と
い
う
間
に
夏
が
終
わ

り
、
秋
が
始
ま
っ
た
。
が
、
今

日
は
少
々
季
節
を
戻
し
て
、
夏

前
に
経
験
し
た
あ
る
コ
ン
サ
ー

ト
の
事
を
書
き
た
い
と
思
う
。

と
言
う
の
も
、
書
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
程
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
か
ら
だ
。
よ
く
言
わ
れ

る
事
だ
が
、
生
の
舞
台
と
言
う

の
は
一
期
一
会
で
あ
り
、
そ
の

時
に
な
ら
な
い
と
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
大
抵
良
い
演

奏
家
の
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
が
つ

く
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
そ
の

日
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い

の
だ
。
反
対
に
、
あ
ま
り
期
待

し
て
い
な
か
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト

で
も
、
予
想
に
反
し
て
良
い
と

言
う
事
も
あ
る
。
生
の
演
奏
と

は
要
す
る
に
、
演
奏
者
、
演
奏

す
る
場
所
、
聴
衆
な
ど
の
条
件

に
よ
っ
て
化
学
反
応
を
起
こ
す

水
物
な
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
の
演
奏
者
の
こ
の
演
奏
を
こ

の
場
で
味
わ
え
る
な
ん
て
、
生

き
て
て
良
か
っ
た
、
と
言
う
様

な
、
と
て
つ
も
な
い
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
舞
台
に
出
会
え
る

と
本
当
に
嬉
し
い
。
そ
の
一
つ

が
、
こ
の
6
月
に
起
こ
っ
た
の

だ
。
Ｎ
Ｙ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス(

以
下
Ｍ
Ｅ
Ｔ) 

は
、
私
が
長
年
、
い
つ
か
主
役

を
歌
い
た
い
と
願
っ
て
い
た
夢

の
場
所
だ
が
、
こ
の
カ
ン
パ
ニ

ー
は
ソ
リ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ(

以
下
オ
ケ)

も
一
流
だ
。
し
か
し
、
シ
ー
ズ

ン
中
は
ほ
ぼ
毎
日
ピ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
舞
台
下
で
、
歌
手
が
メ

イ
ン
と
な
る
オ
ペ
ラ
を
演
奏
し

て
い
る
。
と
言
う
わ
け
で
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
オ
ケ
が
ピ
ッ
ト

を
抜
け
出
し
て
、年
に
何
度
か
、

舞
台
の
上
で
、
日
頃
と
は
オ
ー

ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
イ

ル
も
何
も
か
も
違
う
オ
ケ
の
為

の
作
品
を
演
奏
す
る
の
は
、
ど

れ
だ
け
新
鮮
で
嬉
し
い
事
か
、

容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

し
か
も
当
日
選
ば
れ
た
4
つ
の

作
品
は
、
現
代
の
委
嘱
作
品
２

つ
プ
ロ
と
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

の
レ
ク
イ
エ
ム
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ

ー
ク
新
世
界
と
言
う
新
旧
の
名

曲
２
つ
。
私
は
常
々
、
コ
ン
サ

ー
ト
の
勝
敗
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
が
7
、
8
割
を
占
め
る
と
思

っ
て
い
る
が
、
こ
の
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
最

高
だ
っ
た
。
そ
し
て
オ
ケ
の
ほ

ぼ
全
員
が
、
世
界
一
の
音
響
と

言
わ
れ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
大
ホ

ー
ル
の
響
き
を
堪
能
し
つ
つ
一

瞬
一
瞬
を
味
わ
い
、
一
音
一
音

を
楽
し
む
中
、
聡
明
な
指
揮
者

が
、
時
に
情
熱
的
に
雄
弁
に
、

時
に
謙
虚
に
脇
に
行
く
と
言
う

バ
ラ
ン
ス
に
長
け
た
棒
の
中
、

皆
を
ま
と
め
上
げ
、
終
演
直

後
は
、
4
階
の
一
番
最
後
列

の
観
客
ま
で
総
立
ち
に
な
る

と
言
う
熱
狂
に
包
ま
れ
た
。

と
言
う
事
で
、
こ
の
日
の
演

奏
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
事
は

間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
寄

与
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
ホ

ー
ル
の
音
響
も
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
大

中
小
、
３
つ
の
ホ
ー
ル
で
何

度
か
歌
っ
た
事
の
あ
る
者
と

し
て
、
こ
の
大
ホ
ー
ル
が
ど

れ
だ
け
稀
有
な
も
の
か
を
書

く
な
ら
ば
「
演
奏
者
を
支
え

鼓
舞
す
る
ホ
ー
ル
」
だ
。
真

に
良
い
ホ
ー
ル
と
は
、
客
席

と
演
奏
者
と
の
両
方
に
、
同

じ
至
極
の
響
き
を
与
え
て
く

れ
る
ホ
ー
ル
で
あ
る
と
思
う
。

音
響
装
置
を
使
わ
な
い
我
々

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
家
に
と
っ

て
、
こ
う
言
っ
た
真
に
良
い

ホ
ー
ル
こ
そ
が
名
演
を
生
む

の
だ
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
こ
の

素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
を
始
め
、

各
地
の
良
い
ホ
ー
ル
で
名
演

が
聞
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
皆

様
も
こ
の
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
、

一
期
一
会
の
演
奏
会
に
是
非

お
出
か
け
下
さ
い
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
国
立
音
楽
大
学
、

東
京
藝
術
大
学
修
士
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
。

京
都
城
陽
大
使
。

演奏者を鼓舞し、
聴衆には喜びを与えるホール
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第
13
回「
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
」

が
10
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時

30
分
か
ら
9
時
ま
で
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
リ
サ
イ

タ
ル
ホ
ー
ル
（
７
番
街
と
57
丁

目
の
角
）
で
開
催
さ
れ
る
。
当

日
の
来
場
者
に
は
ス
ワ
ロ
フ
ス

キ
ー
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
進
呈

さ
れ
る
。出
演
者
は
次
の
通
り
。

●
梶
木
敏
巳
・
西
岡
舞
（
Ｍ
Ｃ

＆
シ
ン
ガ
ー
）

●
響
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
＆
太

極
拳
）
大
嶧
圭
己
・
光
恵
・
小

鮒
婦
貴
子
・vivi 

水
の
声
・
や

ま
は
る
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）・

や
ま
だ
ひ
ろ
こ
（
太
極
拳
）

●
岩
田
み
ゆ
き
（
シ
ン
ガ
ー
）

●Waka Bloom 

（
着
物
百
人

一
首
舞
）
桐
山
佐
緒
里
・
勘
孫

奈
・
浅
田
裕
子
・
入
本
明
日
香
・

髙
草
木
美
江
・
佐
々
木
径
子
・

日
髙
正
恵
・
菊
池
美
郁
・
大
木

志
乃
・
森
川
里
美
・
菅
原
裕
美
・

犬
飼
え
み
こ
・
浦
田
美
波

●AN
GEL W

IN
GS 

Produced by Cokori

（
コ
ー

ラ
ス
）
こ
こ
り
・
田
中
寿
美
子
・

古
田
暁
子
・
石
川
容
子
・
藤
本

英
子

●
丸
田
元
光
＆TAKERU

（
禅

宗
御
詠
歌
・
和
太
鼓
）

●
碧 crew 

（
ダ
ン
ス
）
辛
川

碧
・
髙
田
珠
菜
・
太
田
羽
美
・

鬼
木
衣
祢
・
中
村
歩
夢
・
谷
口

麻
里
衣
・
麻
生
叶
愛
・
今
村
咲

奈
・
山
口
ひ
よ
り
・
足
立
徠
菜

●Lumiere doree 

（
ピ
ア
ノ

＆
着
物
）
白
石
美
麗
・
清
水
由

紀
子

●
唐
津
エ
ン
ヤ
ー
体
操
（
ダ
ン

ス
）
九
鬼
泰
子
・
九
鬼
静
子
・

重
香
織
・
内
山
明
子
・
大
庭
三

佳
・
中
村
由
紀

●Petit Allonge Bella NY
（
バ
レ
エ
）

●YAMATO no Hibiki 

（
シ

ン
ガ
ー
＆
書
家
）青
山
ひ
か
る
、

西
山
嘉
克　

　

入
場
無
料
、
招
待
チ
ケ
ッ

ト
制
。
希
望
者
は
Ｅ
メ
ー
ル

kj.inter.artist@gmail.com
、

ま
た
は
電
話
（
日
本
）
＋
81
・

90
・１
０
９
０
・５
０
７
０
（
西

ケ
谷
さ
ん
）
ま
で
。

　

１
９
９
０
年
代
に
大
人
気
を

博
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
フ
レ

ン
ズ
」
に
登
場
し
た
コ
ー
ヒ
ー

店
「Central Perk

」
の
実
店

舗
が
今
秋
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
（
７
番
街
と
47
丁
目
の
北
東

角
）
に
常
設
店
と
し
て
オ
ー
プ

ン
す
る
。

　

１
９
９
４
年
か
ら
２
０
０
４

年
放
送
の
同
ド
ラ
マ
で
は
、
ジ

ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ニ
ス
ト
ン
演

じ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
が
ウ
エ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
同
店
で
働
い

て
お
り
、
ほ
か
５
人
の
仲
間
た

ち
が
日
々
集
い
、
悩
み
や
ゴ
シ

ッ
プ
を
交
わ
す
。
運
営
す
る
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
コ
ー
ヒ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
は
同
店
の
目
的
に

つ
い
て
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
で
は

あ
っ
た
が
実
際
に
撮
影
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
フ
レ
ン
ズ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
現
実
化
し
定
着
さ
せ
た
か
っ

た
、
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
同

ド
ラ
マ
を
制
作
し
、
同
店
の
企

画
に
協
力
し
た
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ

ラ
ザ
ー
ス
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
シ
ズ
の
ピ
ー
タ
ー
・
ヴ

ァ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
副
社
長
は「
フ

レ
ン
ズ
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と

人
々
を
結
び
続
け
て
い
る
稀
な

ド
ラ
マ
だ
。
ド
ラ
マ
の
中
心
は

い
つ
も
、
笑
い
と
つ
な
が
り
と

忘
れ
ら
れ
な
い
時
間
が
共
有
さ

れ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
だ
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

第
１
店
舗
は
昨
年
ボ
ス
ト
ン

で
開
店
し
、
こ
れ
ま
で
14
年
に

は
ド
ラ
マ
20
周
年
を
記
念
し
た

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
コ
ン
セ
プ
ト
店
、
日
本

で
も
期
間
限
定
店
が
開
設
さ
れ

た
。
初
の
Ｎ
Ｙ
店
は
、
名
店
グ

ラ
マ
シ
ー
・
タ
バ
ー
ン
を
共
同

設
立
し
た
シ
ェ
フ
の
ト
ー
マ

ス
・
コ
リ
ッ
キ
オ
氏
が
監
修
し
、

懐
か
し
さ
と
同
時
に
モ
ダ
ン
な

コ
ー
ヒ
ー
文
化
を
伝
え
る
創
作

ド
リ
ン
ク
や
ド
ラ
マ
に
由
来
す

る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。
そ

の
ほ
か
Ｎ
Ｙ
店
限
定
商
品
や
６

種
の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

も
販
売
す
る
。

「
フ
レ
ン
ズ
」の

コ
ー
ヒ
ー
店

タイムズスクエアにオープン

梶木敏巳

勘孫奈

辛川碧

青山ひかる 唐津エンヤー体操 九鬼泰子 唐津エンヤー体操 重香織（左） 和太鼓奏者 TAKERU

西岡舞

日髙正恵

丸田元光

西山嘉克

やまはる

やまだひろこ

菅原裕美

白石美麗

カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

10
月
２
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
で

https://qbhouseusa.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://goshikiprinting.com/
mailto:sushitakeoutny@gmail.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
mailto:kj.inter.artist@gmail.com%E3%80%81
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ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（
民
舞
座
）
は
10
月
5
日
（
日
）

正
午
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
ロ

ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ

る
コ
ー
リ
ア
ー
ズ
・
フ
ッ
ク
・

パ

ー

ク
（Corlears Hook 

Park @ Jackson and Cherry 
Streets

）
で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
協
力
の
も
と
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
日
本
紹
介
イ

ベ
ン
ト
「
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
ス
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
」
を
開
催
す
る
。

　

日
本
文
化
や
伝
統
芸
能
を
伝

え
る
お
祭
り
で
、
民
舞
座
の
日

本
舞
踊
、
太
鼓
マ
サ
ラ
の
太
鼓

演
奏
、
サ
ム
ラ
イ
ソ
ー
ド
ソ
ウ

ル
に
よ
る
殺
陣
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
ブ
ー

ス
で
は
折
り
紙
、
書
道
、
け
ん

玉
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
、
着
物
の
着
付
け
な
ど
が

体
験
で
き
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
は
参
加
者
全
員
で
輪
に
な

っ
て
盆
踊
り
を
踊
る
。
誰
で

も
無
料
で
参
加
で
き
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

japanesefolkdance.org/ 

民
舞
座
が

日
本
紹
介
イ
ベ
ン
ト
10月5日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
界
で
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
映
画
祭
は
今
年
で
63
回

目
を
迎
え
、
９
月
26
日
か
ら
10

月
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
な
ど
５
か
所
の
会
場
で
、

世
界
で
話
題
の
34
作
品
を
26
か

国
か
ら
集
め
た
メ
イ
ン
部
門
の

ほ
か
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、

実
験
映
画
も
幅
広
く
紹
介
す

る
。

　

メ
イ
ン
部
門
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
作
品
は
ル
カ
・
グ
ア
ダ
ニ
ー

ノ
監
督
の
『After the Hunt

』

で
、
学
生
に
よ
る
同
僚
へ
の
セ

ク
ハ
ラ
の
告
発
に
巻
き
込
ま
れ

る
名
門
大
学
教
授（
ジ
ュ
リ
ア
・

ロ
バ
ー
ツ
）
を
描
く
。
中
間
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
世
界
３
か
所
の
成

人
し
た
子
供
た
ち
と
老
親
の
関

係
が
テ
ー
マ
の
ジ
ム
・
ジ
ャ

ー
ム
ッ
シ
ュ
監
督
の
『Father 

M
other Sister Brother

』。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
は
、
離
婚
後
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
男
（
ウ

ィ
ル
・
ア
ー
ネ
ッ
ト
）
に
つ
い

て
の
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
ク
ー

パ
ー
監
督
の
『Is This Thing 

On?

』
で
あ
る
。

　

新
作
が
期
待
さ
れ
る
監
督
作

も
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
レ
ベ

ー
ル
・
メ
ン
ド
ン
サ
・
フ
ィ
リ

オ
監
督
が
１
９
７
０
年
代
軍
事

政
権
下
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
刺
客
に

追
わ
れ
る
技
師
を
描
く
『The Secret Agent

』、
韓
国
の
パ

ク
・
チ
ャ
ヌ
ク
監
督
の
『No 

Other Choice

』
は
解
雇
さ
れ

た
会
社
員
の
再
就
職
へ
の
奮
闘

が
悲
喜
劇
的
に
展
開
。
ル
ー
マ

ニ
ア
の
ラ
ド
ウ
・
ジ
ュ
ー
デ
監

督
の
『Continental’25

』
は

不
動
産
開
発
の
た
め
に
ホ
ー
ム

レ
ス
の
男
性
を
追
い
出
し
た
女

性
を
通
じ
て
見
る
東
欧
の
資
本

主
義
の
実
態
に
焦
点
を
当
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ヴ
・
デ
ィ
ア

ス
監
督
の
１
６
０
分
の
大
作

『Magellan

』
は
ガ
エ
ル
・
ガ

ル
シ
ア
・
ベ
ル
ナ
ル
主
演
で
16

世
紀
の
探
検
家
マ
ゼ
ラ
ン
を
通

し
て
植
民
地
主
義
の
闇
を
描
き

出
す
。

　

日
本
か
ら
は
注
目
作
を
紹
介

す
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
部
門
で

細
田
守
監
督
の
復
讐
劇
ア
ニ
メ

『
果
て
し
な
き
ス
カ
ー
レ
ッ
ト 

(Scarlet)

』、
野
心
的
な
ス
タ

イ
ル
や
題
材
を
紹
介
す
る
カ
レ

ン
ツ
部
門
で
過
激
派
と
し
て
指

名
手
配
さ
れ
な
が
ら
半
世
紀
逃

亡
し
た
桐
島
聡
を
描
く
足
立
正

生
監
督
の
『
逃
走 (Escape/

Toso)

』、
回
顧
部
門
で
押
井
守

監
督
が
画
家
の
天
野
嘉
孝
と
協

力
し
た
ア
ニ
メ
『
天
使
の
た
ま

ご (Angel’s Egg)

』（
85
）
と

増
村
保
造
監
督
・
若
尾
文
子
主

演
の
強
烈
な
反
戦
作
品
『
清

作
の
妻 (Seisaku’s W

ife)

』

（
65
）
が
上
映
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
平
野
共
余
子
）

　

会
場
は
ア
リ
ス
・
タ
リ
ー
劇

場
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
65
丁

目
）、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ド

劇
場
（
65
丁
目
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
の

間
）
他
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.filmlinc.org

を
参
照
す
る
。

『果てしなきスカーレット（SCARLET）』　Credit: ©2025 STUDIO CHIZU

Ｎ
Ｙ
映
画
祭
開
催

世
界
か
ら
話
題
作
が
続
々
上
映

　

10
月
19
日
（
日
）
午
後

４
時
か
ら
グ
ッ
ド
・
シ
ェ

パ
ー
ド-

フ
ェ
イ
ス
・
プ

レ
ズ
ビ
テ
リ
ア
ン
教
会

（Good Shepherd-Faith 
Presbyterian Church

：
西

66
丁
目
１
５
２
番
地
）
に
て

行
わ
れ
る
戦
後
80
周
年
平
和

コ
ン
サ
ー
ト 

「Voices for 
Peace,Sounds for Joy

」
に
、

日
本
ク
ラ
ブ
混
声
コ
ー
ラ
ス
部

と
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
「
と
も
」（Japan 

ChoralHarmony TOMO

、

音
楽
監
督
：
上
井
雅
代
）、
三

原
有
利
加
（
ピ
ア
ノ
）、
阿
部

公
美
（
ピ
ア
ノ
）
ほ
か
が
出
演

す
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
国

際
連
合
の
協
力
の
も
と
、
広
島

市
・
長
崎
市
の
共
催
事
業
と
し

て
戦
後
80
年
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施
し
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
・
メ
ン
バ
ー
」（
総
監
督
：

伊
藤
玲
阿
奈
）
が
企
画
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
映
画
音
楽
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
合
唱
曲
や
Ｎ

Ｙ
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
音
楽
家

に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
が

披
露
さ
れ
る
。
伊
藤
氏
は
「
心

が
平
和
に
な
る
親
し
み
深
い
小

曲
を
集
め
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
。
当
日
券

を
含
め
一
般
販
売
は
30
席
限

定
、
先
着
順
。
希
望
者
は
Ｅ

メ
ー
ルriccs.offi  ce@gmail.

com

（
岩
永
さ
ん
）
ま
で
。
６

歳
未
満
は
入
場
不
可
。

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
は
、
今
年
も

10
月
12
日
（
日
）
に
バ
ー
ゲ
ン

郡
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ク

に
あ
る
広
大
な
公
園
「
オ
ー
バ

ー
ペ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
の
ア
ン
フ

ィ
シ
ア
タ
ー
エ
リ
ア
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
ロ
ー
ド
１
１
１
番

地
）
で
秋
祭
り
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
。
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

　

当
日
は
、「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
」
の
協
力
の
も
と
、
40
を
超

え
る
食
べ
物
の
屋
台
や
フ
ー
ド

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
並
ぶ
ほ
か
、

お
祭
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
コ

ス
プ
レ
大
会
な
ど
も
あ
る
。
ま

た
、
昼
か
ら
は
、
舞
台
で
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

が
披
露
さ
れ
、
家
族
で
一
日
楽

し
め
る
お
祭
り
と
な
る
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トjaanj.org

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

「
日
本
の
食
の
祭
典
」

10
月
12
日
に
開
催

戦後80周年
平和コンサート
10月19日に開催

　

占
星
術
に
お
け
る
４
つ
の
外

惑
星
（
土
星
・
天
王
星
・
海

王
星
・
冥
王
星
）
を
テ
ー
マ

に
し
た
世
界
初
の
ア
ー
ト
展

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
レ
ル
ム
ズ

（Planetary Realms

）」
が
26

日（
金
）か
ら
28
日（
日
）ま
で
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー Brooklyn Art Cave

（897 
Broadway

）
で
開
催
さ
れ
る
。

主
催
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
拠

点
に
活
動
す
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

ス
タ
ジ
オ Numinous Realm

（
ヌ
ミ
ナ
ス
・
レ
ル
ム
／
神

秘
の
領
域 https://www.

numinousrealm.com/)

共

同
創
設
者 Somya & Abeer 

Desai 

聡
美
矢
（
ソ
ー
ミ
ヤ
）

と
ア
ビ
ー
ル
・
デ
サ
イ
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
糸
井
七
重

とBrooklyn Art Cave

。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
は 

26
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
10

時
ま
で
。

　

入
場
料
20
ド
ル
（
コ
ー

ド Planets20 

で
20
％
割

引
）。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

brooklynartcave.com
/

event-details-registration/
planetary-realms-group-
exhibtion

を
参
照
す
る
。

占
星
術
の
ア
ー
ト

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

https://shopnyseikatsu.com/
https://japanesefolkdance.org/
https://japanesefolkdance.org/
https://japanesefolkdance.org/
https://www.filmlinc.org
https://www.filmlinc.org
https://www.filmlinc.org
https://www.filmlinc.org
https://www.numinousrealm.com/
https://www.brooklynartcave.com/event-details-registration/planetary-realms-group-exhibtion
jaanj.org
mailto:riccs.office@gmail.com



